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サブテーマ①

 多様な社会参加で、
 安心して自分らしく暮らせるまちをつくる

コーディネーター	永田　祐氏
　　　　　　同志社大学社会学部教授

パネリスト　　　浦田　愛氏
　　　　　　　　文京区社会福祉協議会地域福祉推進係
　　　　　　　　地域連携ステーションフミコム係長

　　　小島　希世子氏
　　　　　　　　（特非）農スクール理事長・㈱えと菜園代表

　　　又村　あおい氏
　　　　　　　　（一社）全国手をつなぐ育成会連合会常務理事兼事務局長

オブザーバー　　唐木　啓介氏
　　　　　　　　厚生労働省社会・援護局地域福祉課地域共生社会推進室長

令和 3年 11月 18日（木）14：30～ 16：00
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サブテーマ①

 多様な社会参加で、
 安心して自分らしく暮らせるまちをつくる

コーディネーター	永田　祐氏
　　　　　　同志社大学社会学部教授

パネリスト　　　浦田　愛氏
　　　　　　　　文京区社会福祉協議会地域福祉推進係
　　　　　　　　地域連携ステーションフミコム係長

　　　小島　希世子氏
　　　　　　　　（特非）農スクール理事長・㈱えと菜園代表

　　　又村　あおい氏
　　　　　　　　（一社）全国手をつなぐ育成会連合会常務理事兼事務局長

オブザーバー　　唐木　啓介氏
　　　　　　　　厚生労働省社会・援護局地域福祉課地域共生社会推進室長

令和 3年 11月 18日（木）14：30～ 16：00

▼永田：これからパネルディスカッション「多
様な社会参加で、安心して自分らしく暮らせ
るまちをつくる」を始めたいと思います。私
は本分科会のコーディネーターを務めさせて
いただきます、同志社大学の永田でございま
す。どうぞよろしくお願いいたします。
　それでは、本分科会の出演者の皆様をご紹
介したいと思います。まず一般社団法人全国
手をつなぐ育成会連合会常務理事兼事務局長
の又村あおいさんです。又村さんは行政でお
仕事をされていたご経験もあり、地域と協働
したＣ型就労という考え方を提唱され、推進
をされています。Ｃ型のＣはcommunityの
Ｃを指しています。次に、文京区社会福祉協
議会地域福祉推進係地域連携ステーションフ
ミコム係長の浦田愛さんです。文京区社会福
祉協議会は地縁型の地域の力も生かしながら、
多様な居場所づくりを進めてきたことで、全
国的にも注目されている社会福祉協議会です。
そして特定非営利活動法人農スクール理事長
で、株式会社えと菜園の代表でもある、小島
希世子さんです。小島さんは農業者として人
手不足に悩む農業と、ホームレスやひきこも
り者を結びつけられないかと活動をしてこら
れました。最後にオブザーバーとして厚生労
働省社会・援護局地域福祉課地域共生社会推
進室長の唐木啓介さんです。唐木さんは本サ
ミットの全体のテーマでもある地域共生社会
の推進、またそれを具体化するための様々な

事業の司令塔に当たる方ですので、今日は国
としてどういう取組を推進されようとしてい
るのか、その点をお話ししていただきたいと
思っております。皆様の正確な年齢は存じ上
げませんけれども、本パネルディスカッショ
ンでは地域では比較的若手というか、中堅の
様々な新しい活動を切り開いている皆様にご
議論いただいて、これからの新しい社会参加
の形を考えてまいりたいと思っております。
　それでは、次にパネルディスカッションの
テーマ設定の意図、進行方法についてご説明
をいたします。まず、パネルディスカッショ
ンのテーマ設定の意図についてお話をいたし
ます。近年家族や地域社会、安定した雇用と
うまく結びつくことが難しい方々の問題が、
社会的孤立とか社会的つながりの弱い方の課
題として顕在化しています。共生社会という
コンセプトは助ける、助けられる関係を超え
て、地域の中で、あなたがいてくれてうれし
いという存在承認と、あなたがいてくれない
と困るという役割創造が可能な、多様な参加
の場をつくり出していこう。そういう考え方
だと私は理解しています。他者に依存できる
ことも含めて自立として捉え、様々な形で社
会とつながる方法をどのようにつくり出して
いくことができるのか。パネリストの皆さん
と豊かで新しいつながりの形、多様な社会参
加の可能性を考えてまいりたいと思っていま
す。
　次に、進行方法についてもご説明いたしま
す。この後、唐木さんからは、国が地域共生
社会の実現に向けてどのような施策を展開し
ているのか、簡単にご紹介をいただきます。
その後、又村さん、浦田さん、小島さんの順番
で、それぞれの実践やお考えについてご報告
をいただきます。その後、私とパネリストの
皆さんディスカッションを行い、パネリスト
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の皆さんには、視聴者の皆様からのご質問に
も答えていただきます。時間の関係で全ての
ご質問に答えていただくことは難しいかと思
いますけれども、その点あらかじめご了承い
ただければと思います。
　それでは早速、唐木さんのご報告からスター
トしたいと思います。唐木さん、よろしくお
願いいたします。

▼唐木：それでは私のほうから、地域共生社
会の推進についてということで、お話をさせ
ていただきたいと思います。
　我が国ではかつて地域の相互扶助や家族同
士の助け合いなど、地域、家庭、職場といっ
た人々の生活の様々な場面において支え合い
の機能が存在しました。社会保障制度はこれ
まで社会の様々な変化が生じる渦中で、地域
や家庭が果たしてきた役割の一部を代替する
必要性が高まったことに対応しまして、高齢
者、障害者、子供などの対象者ごと、生活に
必要な機能ごとに充実が図られてきました。
しかしながら現在では高齢化、人口減少が進
み、地域、家庭、職場という人々の生活領域
における支え合いの基盤が弱まっております。
社会的孤立を抱える方も増えてきております。
　真ん中のところにありますけれども、暮ら
しにおける人と人とのつながりが弱まる中、
関係性を再構築することにより、人生におけ
る様々な困難に直面した場面でも、誰もが役
割を持ち、互いに配慮し、存在を認め合い、

そして時に支え合うことで、その人らしい生
活を送ることができるような社会をつくって
いくことが求められております。それには地
域住民の気にかけ合う関係性により生まれる
つながりや支え合いと、専門職による伴走型
支援とも言われる、寄り添い型の支援による、
人と人とのつながりをつくっていくことが重
要です。こうしたセーフティネットが地域に
重層的につくられていくことにより、今回の
テーマでもあります、多様な社会参加が生ま
れ、安心して自分らしく暮らせるまちづくり
が進められていくきっかけとなるのではない
かというふうに考えております。
　地域においては、住民一人一人の暮らしが
あり、農林、漁業、環境、商工業、交通など、
様々な社会経済活動が営まれております。高
齢、障害者や子供、生活上の困難を抱える方、
誰もが地域において自立した生活を送ること
ができるよう、地域住民による支え合いと公
的支援を連動した、重層的なセーフティネッ
トをつくることが社会参加のきっかけとなり
ます。人口減少の波は多くの地域で社会経済
の担い手の減少を招き、それを背景に耕作放
棄地や空き家、商店街の空き店舗など、様々
な課題が顕在化しています。地域社会の存続
への危機感が生まれる中で、人口減少を乗り
越え、社会保障や産業などの領域を超えてつ
ながり、地域社会全体を支えていくことが、
これまでにも増して重要となっております。
　こうした課題は高齢者や障害者、生活困窮者
などの就労や社会参加の機会を提供する機会
でもあります。社会経済活動の基盤でもある
地域において、社会保障、産業などの領域を
超えてつながり、人々の多様なニーズに応え
ると同時に、資源の有効活用や活性化を実現
していくという循環を生み出していくことで、
人々の暮らしと地域社会、双方が支えられる
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の皆さんには、視聴者の皆様からのご質問に
も答えていただきます。時間の関係で全ての
ご質問に答えていただくことは難しいかと思
いますけれども、その点あらかじめご了承い
ただければと思います。
　それでは早速、唐木さんのご報告からスター
トしたいと思います。唐木さん、よろしくお
願いいたします。

▼唐木：それでは私のほうから、地域共生社
会の推進についてということで、お話をさせ
ていただきたいと思います。
　我が国ではかつて地域の相互扶助や家族同
士の助け合いなど、地域、家庭、職場といっ
た人々の生活の様々な場面において支え合い
の機能が存在しました。社会保障制度はこれ
まで社会の様々な変化が生じる渦中で、地域
や家庭が果たしてきた役割の一部を代替する
必要性が高まったことに対応しまして、高齢
者、障害者、子供などの対象者ごと、生活に
必要な機能ごとに充実が図られてきました。
しかしながら現在では高齢化、人口減少が進
み、地域、家庭、職場という人々の生活領域
における支え合いの基盤が弱まっております。
社会的孤立を抱える方も増えてきております。
　真ん中のところにありますけれども、暮ら
しにおける人と人とのつながりが弱まる中、
関係性を再構築することにより、人生におけ
る様々な困難に直面した場面でも、誰もが役
割を持ち、互いに配慮し、存在を認め合い、

そして時に支え合うことで、その人らしい生
活を送ることができるような社会をつくって
いくことが求められております。それには地
域住民の気にかけ合う関係性により生まれる
つながりや支え合いと、専門職による伴走型
支援とも言われる、寄り添い型の支援による、
人と人とのつながりをつくっていくことが重
要です。こうしたセーフティネットが地域に
重層的につくられていくことにより、今回の
テーマでもあります、多様な社会参加が生ま
れ、安心して自分らしく暮らせるまちづくり
が進められていくきっかけとなるのではない
かというふうに考えております。
　地域においては、住民一人一人の暮らしが
あり、農林、漁業、環境、商工業、交通など、
様々な社会経済活動が営まれております。高
齢、障害者や子供、生活上の困難を抱える方、
誰もが地域において自立した生活を送ること
ができるよう、地域住民による支え合いと公
的支援を連動した、重層的なセーフティネッ
トをつくることが社会参加のきっかけとなり
ます。人口減少の波は多くの地域で社会経済
の担い手の減少を招き、それを背景に耕作放
棄地や空き家、商店街の空き店舗など、様々
な課題が顕在化しています。地域社会の存続
への危機感が生まれる中で、人口減少を乗り
越え、社会保障や産業などの領域を超えてつ
ながり、地域社会全体を支えていくことが、
これまでにも増して重要となっております。
　こうした課題は高齢者や障害者、生活困窮者
などの就労や社会参加の機会を提供する機会
でもあります。社会経済活動の基盤でもある
地域において、社会保障、産業などの領域を
超えてつながり、人々の多様なニーズに応え
ると同時に、資源の有効活用や活性化を実現
していくという循環を生み出していくことで、
人々の暮らしと地域社会、双方が支えられる

というような形になります。こうした循環に
よりまして、我が国に暮らす一人一人が、生
活における楽しみや生きがいを見出し、様々
な困難を抱えた場面でも社会から孤立せず、
安心してその人らしい生活を送ることができ
る社会、誰もが役割を持てる地域社会につくっ
ていくことというのが、重要ではないかとい
うふうに考えております。
▼永田：唐木室長、ありがとうございました。
まず国が目指す地域共生社会の方向性につい
てお示しをいただきました。こうした方向性
を踏まえて、又村さんからは、障害のある人
の暮らしという視点から、この地域共生社会
という方向性をどのように捉えていくべきか、
ご提起をいただきたいと思います。又村さん。
よろしくお願いいたします。

▼又村：はい、ありがとうございます。全国
手をつなぐ育成会連合会という、知的障害の
ある人のご家族や支援者で構成される障害者
団体の事務局をしております、又村と申しま
す。よろしくお願いします。といっても実は
私、この仕事に転職したのは去年の４月でし
て、それまでは何をしていたかというと、今
日の会場は鎌倉なのですが、同じ県内に平塚
市というところがあって、そこでずっと市の
職員をしていました。最後の仕事は地域福祉
ということで、今日のこの地域共生社会の本
当にど真ん中のテーマなものですから、今日
はお声がけをいただきましてありがとうござ

います。資料が非常に多いので、ダイジェス
ト版で少しお話をすることになりますが、ご
容赦ください。
　では、障害のある人の暮らしということで、
地域共生社会でよく言われる、「我が事・丸ご
と」ですね、こういったことの関係性をもう
少しお話しできればと思います。
　地域共生社会における重要なキーワードと
いうのは、新たな地域のつながりかなと思っ
ています。今、室長さんからもお話があった
ように、個人単位でのつながりはもちろんの
こと、地域全体の相互援助力。いわゆる役割
の入れ替わりが重要かなというふうに考えて
います。
　この地域共生社会、これは国のほうの資料
をそのまま抜いてきたんですが、「我が事・丸
ごと」とよく言われるんですが、この「我が事・
丸ごと」の「丸ごと」というのは制度の総合化、
「我が事」というのは地域の中で自分ごととし
て困り事を捉える、こういうふうによく整理
されるわけです。しかし実は、「我が事」の中
にも市町村レベルの行政や、あるいはこの後
にご発表もありますけど、社協さんが仕組み
としていろいろなものを整えていくという段
取りと、それからまさに住民の方にお願いを
したい住民主体の状況の、この２つがあると
いうこと。ここの緑の点線と赤い枠のところ
は、国の資料だと両方「我が事」になっちゃ
うんですが、「我が事」の中にも「丸ごと」と
「我が事」があるというのをちょっと整理して
いただければということでスライドをご用意
しました。
　というわけで、「我が事・丸ごと」、いわゆ
る地域共生社会の在り方を考えるときに、「我
が事」という地域の在り方というのはどうし
ても時間がかかります。なぜかというと、住
民の方が自ら、よしやろうと思って一歩踏み
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出すというところが重要だからですね。一方、
「丸ごと」のほうは、これは行政内の縦割りの
解消とか、あるいはワンストップの窓口を置
くといったようなことなので、今日言って明
日できるとは言いませんが、かなりすぐでき
る要素がある。もっと言うと、この「丸ごと」
のほうを先にやらないと、「我が事」の実現に
はたどり着きにくいです。住民の方々の支え
合いはあくまで補完的なもの、あるいは自主
的・能動的なものであって、それを支えるた
めの仕組みがないと、福祉の丸投げになっちゃ
うんですね。これは避けなければいけないと
いうのは、ぜひ押さえていただければという
ふうに思います。
　私はよく地域共生社会の説明をするときに、
高齢部門で先行している地域包括ケアシステ
ムという考え方、それから障害福祉の分野で
理念的に重視されている共生社会。このサミッ
トで、先ほどからずっとビデオの中でも、「共
生社会の実現」と繰り返し流れていましたが、
あの考え方が合わさると地域共生社会になる
んだなというふうにいつも思っています。
　では、その新しい地域のつながりをつくっ
ていくためにはどうすればいいかということ
なんですが、どうやら地域のつながりをつくっ
ていく活動には、活動主体の違いに応じた特
徴があるんだなということが感じられます。
そのお話を少ししたいと思います。
　この新しい地域のつながりが必要な理由は
このスライドのとおりですね。以前は農漁村
がありました。そして高度経済成長期に行政
主体の福祉が進みました。しかしもうそれは
期待できなくなりました。2025年型の公助を
中心にしながらも互助、それから自助、あと
共助ですね。こういったものが混ざり合った
状態を再構築していかなければいけないとい
うことなんだと思います。

　この新しい地域のつながりをつくっていく
ために、昔の時代には戻れないので、今の時
代に合った新しい地域のつながり、あるいは
新しい相互援助力、役割の入れ替わりをつくっ
ていくことが必要なんですね。この役割の入
れ替わりというのは、あなたはサービスを利
用する人、私は支援者といったような、一方
的に固定化されたものではなくて、日頃は支
援を受ける人かもしれないし、サービスの利
用者かもしれないけど、場面に応じては地域
に不可欠な存在になる。そんなイメージを持っ
ていただけるといいと思うんですね。このセッ
ションの前に、鎌倉海藻ポークのビデオが流
れましたけども、あの取組なんてもう典型的
ですよね。海藻を採る障害のある人がいなけ
れば、あのかまくら海藻ポークは、存在しな
いわけですよね。あの障害のある人は、海藻
を採る事業所のサービスを使ってるという意
味では利用者なわけです。しかし鎌倉海藻ポー
クを作るためにはなくてはならない人なんで
すね。ここは役割が入れ替わってますよね。
こういうところが地域で豊かになっていくと
いいかなと思います。
　ただし、こういうことは必要ですよと言っ
たら自動的に発生するものではないので、何
らかの仕掛けが必要になってくる。この仕掛
けの部分を考えるのが、多分市町村の重要な
お仕事になってくると思うんですが。例えば
ボランティアグループとかNPOのような、地
縁が後退する中で相対的に発展してきた縁。
私これ、「課題縁」と呼んでるんですが、この
課題縁の団体がある。こういった課題縁の団
体と地縁の団体がどのようにコラボレーショ
ンするかというのは考えていく必要があるん
じゃないかなと思っています。
　じゃあその具体例ということで、今、私ども、
私だけじゃなく、小田さんという方や岩上さん
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出すというところが重要だからですね。一方、
「丸ごと」のほうは、これは行政内の縦割りの
解消とか、あるいはワンストップの窓口を置
くといったようなことなので、今日言って明
日できるとは言いませんが、かなりすぐでき
る要素がある。もっと言うと、この「丸ごと」
のほうを先にやらないと、「我が事」の実現に
はたどり着きにくいです。住民の方々の支え
合いはあくまで補完的なもの、あるいは自主
的・能動的なものであって、それを支えるた
めの仕組みがないと、福祉の丸投げになっちゃ
うんですね。これは避けなければいけないと
いうのは、ぜひ押さえていただければという
ふうに思います。
　私はよく地域共生社会の説明をするときに、
高齢部門で先行している地域包括ケアシステ
ムという考え方、それから障害福祉の分野で
理念的に重視されている共生社会。このサミッ
トで、先ほどからずっとビデオの中でも、「共
生社会の実現」と繰り返し流れていましたが、
あの考え方が合わさると地域共生社会になる
んだなというふうにいつも思っています。
　では、その新しい地域のつながりをつくっ
ていくためにはどうすればいいかということ
なんですが、どうやら地域のつながりをつくっ
ていく活動には、活動主体の違いに応じた特
徴があるんだなということが感じられます。
そのお話を少ししたいと思います。
　この新しい地域のつながりが必要な理由は
このスライドのとおりですね。以前は農漁村
がありました。そして高度経済成長期に行政
主体の福祉が進みました。しかしもうそれは
期待できなくなりました。2025年型の公助を
中心にしながらも互助、それから自助、あと
共助ですね。こういったものが混ざり合った
状態を再構築していかなければいけないとい
うことなんだと思います。

　この新しい地域のつながりをつくっていく
ために、昔の時代には戻れないので、今の時
代に合った新しい地域のつながり、あるいは
新しい相互援助力、役割の入れ替わりをつくっ
ていくことが必要なんですね。この役割の入
れ替わりというのは、あなたはサービスを利
用する人、私は支援者といったような、一方
的に固定化されたものではなくて、日頃は支
援を受ける人かもしれないし、サービスの利
用者かもしれないけど、場面に応じては地域
に不可欠な存在になる。そんなイメージを持っ
ていただけるといいと思うんですね。このセッ
ションの前に、鎌倉海藻ポークのビデオが流
れましたけども、あの取組なんてもう典型的
ですよね。海藻を採る障害のある人がいなけ
れば、あのかまくら海藻ポークは、存在しな
いわけですよね。あの障害のある人は、海藻
を採る事業所のサービスを使ってるという意
味では利用者なわけです。しかし鎌倉海藻ポー
クを作るためにはなくてはならない人なんで
すね。ここは役割が入れ替わってますよね。
こういうところが地域で豊かになっていくと
いいかなと思います。
　ただし、こういうことは必要ですよと言っ
たら自動的に発生するものではないので、何
らかの仕掛けが必要になってくる。この仕掛
けの部分を考えるのが、多分市町村の重要な
お仕事になってくると思うんですが。例えば
ボランティアグループとかNPOのような、地
縁が後退する中で相対的に発展してきた縁。
私これ、「課題縁」と呼んでるんですが、この
課題縁の団体がある。こういった課題縁の団
体と地縁の団体がどのようにコラボレーショ
ンするかというのは考えていく必要があるん
じゃないかなと思っています。
　じゃあその具体例ということで、今、私ども、
私だけじゃなく、小田さんという方や岩上さん

という方と一緒に、Ｃ型就労という考え方を
提唱しています。
　Ｃ型就労というのは法律で事業化されたも
のではございません。物の考え方だと思って
ください。どういう物の考え方かというと、
障害のある人の福祉サービス、特に就労系の
サービスは、就職、賃金、工賃といったよう
なことで評価されやすいわけですが、他方、
地域に根差して、地域を元気にする役割とい
うのもあるはずです。つまり地域コミュニティ
ですね。そのコミュニティのＣを取ってＣ型
という考え方を提唱しています。
　このスライドは、実はこのＣ型を展開して
いる楽笑さんという、愛知県の蒲郡市にある
事業所を説明するものです。この事業所が障
害者支援事業所を立ち上げようとしたら、地
域の方からちょっとネガティブな反応があっ
たんですね。治安が悪くなるんじゃないかと
かですね。これ、三谷という地域でやってい
るんです。三の谷って書いて「みや」と読む
んですけど、三谷に障害者はいないとか、誰
が責任取るんだみたいに言われて、とどめの
一言が、障害者だけが大変なんじゃないんだっ
ていうふうに言われちゃうわけですね。これ
でこの楽笑の理事長をやってる小田さんとい
う方がそのときに考えたのは、なるほどと。
我々は確かに障害のある人の支援のために事
業をやってるけれども、どこに根差して事業
を展開するのか。それは蒲郡市の三谷ってい
う地域なんじゃないかと。ここのまちづくり
に参画することなくして、障害のある人の生
活だけを守るというのが本当にあるべき姿な
のかというところに立ち戻ってたわけです。
　そこで地域の思いを知るということで、様々
な主体に小田さんは困りごとを聞いて回るわ
けです。その結果、地域の中で必要とされる
ことが見えてくるわけですね。

　結果、楽笑の方は何を変えたかというと、
福祉を中心に考えるんじゃなくて、地域を中
心に考えよう。もうちょっとストレートに言
うと、障害のある人ができる作業をやるんじゃ
なくて、障害のある人が活躍できるような地
域の困りごとの解決にコミットしようという
ふうに発想を変えたんです。これをしたこと
によって、楽笑は地域の中で、困ってること
に何かしら関わる、これを障害のある人と一
緒にやるということに舵を切ったわけですね。
　この結果、何が起こったかというと、楽笑
の活動が大きく変わって、障害のある人が地
域の中で確かな存在感を発揮するようになる
んです。これ、何でかというと、地域の在り
方を中心に据えたからなんですね。何が起こっ
たかを整理すると、課題縁が中心の楽笑が、
三谷という地域の地縁に着目したところに、
すごい特徴があると、私は思っているんです。
これをすることによって、一定の組織を持っ
ている団体が地域にアプローチできるという
ところがあるんじゃないかなと思います。様々
な可能性があるということで、障害のある人
の考え方というのがＣ型というのが重要です
ね。
　他方、居場所の展開は多様ですから、主催
者については、NPOのような組織がある団
体がやっている居場所と、住民の方がやって
いる主体のサロンのような場所がある。両方
ともこれ居場所と呼ばれているんですね。実
は居場所には、ちょっと表現がよくないけ
ど、種類がある。このことをきちんと認識す
ることが必要で、具体的な支援の在り方とし
て、場と人がセットになってることとか、あ
とはやっぱり成果を定量化することが困難だ
ということに気づいていただく。そして、特
にNPO型は様々な公的な支援に当たるものを
ちょっとずつ展開していることが多いので、
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それを市町村がどうやって柔軟に解釈するか
というところ。居場所の取組みが公的な支援
に結びつきにくいということをどうやって理
解するかというのが重要かなというふうに思
います。
　最後に、次のスライド以降では、私たちが
できることということで、これ、幾つか後で
お読みいただければと思いますが、重要なこ
とはやっぱり自分に引きつけて考えるという
ことです。最後にですね、ケアマネージャー
とか相談支援の専門員の方の仕事。28番のス
ライドですね。今の福祉は左側です。福祉サー
ビスが利用者を抱え込んでいる状態です。こ
れが今の状態。地域の住民は大変だなと見て
るだけ。右側はそうではなくて、住民の方や
障害のある人や高齢者が相互に役割を交換す
ることを福祉サービスが下支えする絵。これ
が重要かなと思っています。そのときのコー
ディネーターとして求められるのは、やっぱ
りケアマネージャーとか障害者相談支援の人。
特に福祉の資格としては、この２つの資格職
が重要かなと思うので、その立場の方にも意
識を持っていただければと思います。
▼永田：又村さん、ありがとうございました。
私たちが多様な参加を論じていくに当たって
大切なポイントを押さえていただいたのでは
ないかなと思います。前提として行政がしっ
かり受け止める公助の体制をつくる。これは
地域共生社会を議論していくに当たって押さ
えておきたいと思います。その上で又村さん
がご提起をされた、地縁と課題縁がクロスオー
バーした新たな地域の取組の可能性としての
Ｃ型就労という考え方。これについては後ほ
ど議論を深めていきたいと思います。
　それでは次に、文京区社会福祉協議会の取
組について、浦田さんのほうからご発表いた
だきます。よろしくお願いいたします。　

▼浦田：文京区社会福祉協議会の浦田と申し
ます。よろしくお願いいたします。私のほう
は地域福祉コーディネーターの役割と多様な
居場所ということで、お話しさせていただき
ます。
　肩書のところを見ていただくと、社会福祉
協議会の職員で地域福祉推進係という、これ
からお話しする地域福祉コーディネーターが
いる部署の係長と、もう一つ、いわゆる市民
活動センターですね、地域連携ステーション
フミコムという、こちらも社協の一つの部署
でして、こちらの２つの係の係長を兼務して
務めております。
　まず文京区についてなんですけれども、人口
は22万人から23万人と、右肩上がりで増えて
おります。マンションの増加とかそういった
ほかの地域とも似ているところがあると思う
んですけれども、特徴的なところとして、この
小さなエリアで端から端まで自転車で行ける
ような、そんなところなんですけど、19もの
大学があるようなところが特徴です。高齢化
率も20％ぐらいで推移していて、若い方がど
んどん地域に入ってきていますね。教育に熱
心な方とかが地域に入ってくるところですね。
　その中で、地域福祉コーディネーターとい
うものを平成24年度から配置しています。今
までですと、社会福祉協議会に困ったことが
あったら来てくださいっていうスタイルだっ
たんですね。でも、それではなかなか来れな
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それを市町村がどうやって柔軟に解釈するか
というところ。居場所の取組みが公的な支援
に結びつきにくいということをどうやって理
解するかというのが重要かなというふうに思
います。
　最後に、次のスライド以降では、私たちが
できることということで、これ、幾つか後で
お読みいただければと思いますが、重要なこ
とはやっぱり自分に引きつけて考えるという
ことです。最後にですね、ケアマネージャー
とか相談支援の専門員の方の仕事。28番のス
ライドですね。今の福祉は左側です。福祉サー
ビスが利用者を抱え込んでいる状態です。こ
れが今の状態。地域の住民は大変だなと見て
るだけ。右側はそうではなくて、住民の方や
障害のある人や高齢者が相互に役割を交換す
ることを福祉サービスが下支えする絵。これ
が重要かなと思っています。そのときのコー
ディネーターとして求められるのは、やっぱ
りケアマネージャーとか障害者相談支援の人。
特に福祉の資格としては、この２つの資格職
が重要かなと思うので、その立場の方にも意
識を持っていただければと思います。
▼永田：又村さん、ありがとうございました。
私たちが多様な参加を論じていくに当たって
大切なポイントを押さえていただいたのでは
ないかなと思います。前提として行政がしっ
かり受け止める公助の体制をつくる。これは
地域共生社会を議論していくに当たって押さ
えておきたいと思います。その上で又村さん
がご提起をされた、地縁と課題縁がクロスオー
バーした新たな地域の取組の可能性としての
Ｃ型就労という考え方。これについては後ほ
ど議論を深めていきたいと思います。
　それでは次に、文京区社会福祉協議会の取
組について、浦田さんのほうからご発表いた
だきます。よろしくお願いいたします。　

▼浦田：文京区社会福祉協議会の浦田と申し
ます。よろしくお願いいたします。私のほう
は地域福祉コーディネーターの役割と多様な
居場所ということで、お話しさせていただき
ます。
　肩書のところを見ていただくと、社会福祉
協議会の職員で地域福祉推進係という、これ
からお話しする地域福祉コーディネーターが
いる部署の係長と、もう一つ、いわゆる市民
活動センターですね、地域連携ステーション
フミコムという、こちらも社協の一つの部署
でして、こちらの２つの係の係長を兼務して
務めております。
　まず文京区についてなんですけれども、人口
は22万人から23万人と、右肩上がりで増えて
おります。マンションの増加とかそういった
ほかの地域とも似ているところがあると思う
んですけれども、特徴的なところとして、この
小さなエリアで端から端まで自転車で行ける
ような、そんなところなんですけど、19もの
大学があるようなところが特徴です。高齢化
率も20％ぐらいで推移していて、若い方がど
んどん地域に入ってきていますね。教育に熱
心な方とかが地域に入ってくるところですね。
　その中で、地域福祉コーディネーターとい
うものを平成24年度から配置しています。今
までですと、社会福祉協議会に困ったことが
あったら来てくださいっていうスタイルだっ
たんですね。でも、それではなかなか来れな

い方が多いということで、自分たちから地域
の中に入って行って、困り事を探していこう
ということで、平成24年度から地域福祉コー
ディネーターを、配置して、現在10名のコー
ディネーターがおります。一つ前のスライド
に戻っていただきますと、写真が写ってます
けど、みんな若いスタッフで、朝から自転車
で出かけて行って、帰ってくるのが夕方みた
いな、営業職みたいな生活をしています。文
京区を４つに分けた地域に、２人とか３人と
かずつ配置しまして、あと全域担当というこ
とで10名配置しております。
　主な役割は２つございまして、個人の方へ
の支援と地域の支援と、これ、両方やる形に
なっています。個人の方への支援は、いわゆ
るごみ屋敷みたいな、なかなか制度に簡単に
つながらないようなご相談を受けたりします。
具体的に言うと、例えば62歳男性。急に働け
なくなってしまって家にいる。困った状態な
んですけど、障害はない。貯金はちょっとあ
るとか、生活保護に行くほどではない。３か
月ひきこもりで動けない、働けないみたいな。
何の制度でどういうふうに支援していこうか
分からないような相談というのが、巡り巡っ
て地域福祉コーディネーターのほうに、いろ
んな地域の方から入ってくるようなことがあ
ります。
　そういったご相談を受けますと、行政やほ
かの専門職や住民の方と一緒に、課題に向け
て支援していくんですけども、ご本人が課題
を解決したいとかもなかなか思われないこと
もあるので、一緒にご本人と向き合いながら
問題を整理して、一緒に肩を並べて課題に向
き合っていくということをしていきます。そ
の中でサービスや制度につないだり、住民活
動につなげたり、そういう住民活動がなけれ
ばつなげ先をつくっていくような支援もして

いきます。
　住民活動としては、最近はこの２つ目の、
居場所づくりをしたいというニーズが、この
10年で文京区ではとてもありまして、力を入
れてきたところになります。
　ただ居場所といっても様々な居場所があり
ます。毎日やっている場所から、月に１回の
居場所まで。それを私たちのほうで整理して、
施策や事業と結びつけやすいようにしていま
す。多機能な居場所と言われる、週に３回も
４回もやっている、誰でもどうぞというよう
な居場所を中心に、中機能、単機能の居場所
づくりをセットに考えて、文京区で９か所の
こういうセットをつくっていくイメージを
コーディネーターが持って地域の中に入って
いきます。
　代表的なのがこちらの「こまじいのうち」
というところです。平成25年から立ち上げて
いまして、常設型の民家の中で皆さんが一緒
に実行委員会をつくって、主体的に運営して
きたところです。子ども食堂ですとか、若い
お母さんたちが遊びに来たり、高齢者の方た
ちがお茶しに来るような、ふらっと寄れるよ
うな場所です。民家なので実家に帰ってきた
みたいな感じっていうふうによく言われます。
　最初からこういった40人の実行委員会でこ
の場をつくってきました。だんだん住民の方
による事務局的な組織、コアスタッフという
組織もつくって、現在ではこのコアスタッフ
が中心に直営し、年に１回程度この実行委員
会と呼ばれる全体会を開催するようなイメー
ジです。
　居場所づくりといっても、ただ交流してい
るだけではなくて、やっぱり住民の方のいろ
んな愚痴のようなものというんですかね、困っ
てるとか、例えばちょっと認知症が進んでる
かもみたいなことがあれば、それを地域福祉
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コーディネーターのほうに言っていただいて、
私たちがいろんな専門職につなげるというこ
とをしています。
　こういうキーベースの仕事部屋みたいなプ
ログラムもやっていまして、障害の方と地域
の方と混じって、使用済み切手の整理みたい
な、みんなで内職しようみたいなこともプロ
グラムとしてあります。
　隣の家も空き家になって、こちらでは「こ
まぴよのおうち」という、子育ての方たちが
遊びに来るような地域子育て支援拠点事業と
いうのもやっております。
　ほかにもいろんな居場所があって、今日
ちょっと時間があれで紹介しきれないぐらい
あるんですけど。これは長屋の１階部分を改
修してつくった居場所づくりで、こちらも実
行委員会に町会の方や、あと企業の方ですと
か建築家の方たちも入って修繕からやってい
きました。
　こちらはお米屋さんを改修してつくった地
域の居場所ですね。
　このスライドは子ども食堂です。子ども食
堂なんですけど、高齢者の方も来ている、い
わゆる地域食堂という形のものもあります。
現在ではこういう子ども食堂、テイクアウト
型でコロナの中でもやっていらっしゃいます。
　このスライドはちょっと変わりまして、不
登校の子たちって、最初の段階だとやっぱり
なかなかオープンな場所で集まることが苦手
だったりするので、NPO法人と連携した若者
の居場所ということもやっています。好きな
こと、ゲームとかですね、好きなことからつ
ながっていこう。１人でゲームしないでみん
なでやろうということで、NPO法人と社協で
連携してやっています。
　こちらは介護予防の取組です。私がやりた
い介護予防みたいなコンセプトで、みんなで

つくられた「かよい～の」というプログラムで、
現在区内に26団体ありますけれども。男性は
やはりゲーム性があるものに参加しやすいと
かいろんな傾向があるんですけども、こういっ
たところのプログラムも、こちらの活動にか
かわるコーディネーターは特に生活支援コー
ディネーターも兼務しているので、その側面
でお手伝いしています。
　こういった地域の居場所づくり、ちょっと
細かくて見えづらいんですけども、上のほう
の円というのがいわゆる地域側というんです
かね。そこに居場所を拠点として地域の方た
ちのネットワークをつくっていくということ
をやっています。一方で、下にあるのが専門
職とかというところなんですけど、その間を
つなぐのが地域福祉コーディネーターの役割
と考えていて、居場所の中で様々な課題を拾っ
て、それを住民の方ではなかなか解決できづ
らい部分というのを、下の専門職のネットワー
クにつなげていく。その方をまた地域の居場
所とか、いろんな活動のほうにつなげていく
と。その中心的な地域の拠点を担っているの
が、常設型である多機能な居場所。こういう
ようなイメージをつくって、文京区のほうで
行政と社協と住民の方と協働してつくってい
るのが、この10年やってきた実践になります。
▼永田：浦田さん、ありがとうございました。
様々な居場所を通じて、多様なつながりを生
み出していくと同時に、それを支援するコー
ディネーターの役割についても教えていただ
いたのではないかと思います。多機能型の拠
点を持続的にしていく条件など、また改めて
議論をしていければと思います。
　それでは、次に小島さんのほうからご報告
をいただきたいと思います。小島さん、よろ
しくお願いいたします。
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コーディネーターのほうに言っていただいて、
私たちがいろんな専門職につなげるというこ
とをしています。
　こういうキーベースの仕事部屋みたいなプ
ログラムもやっていまして、障害の方と地域
の方と混じって、使用済み切手の整理みたい
な、みんなで内職しようみたいなこともプロ
グラムとしてあります。
　隣の家も空き家になって、こちらでは「こ
まぴよのおうち」という、子育ての方たちが
遊びに来るような地域子育て支援拠点事業と
いうのもやっております。
　ほかにもいろんな居場所があって、今日
ちょっと時間があれで紹介しきれないぐらい
あるんですけど。これは長屋の１階部分を改
修してつくった居場所づくりで、こちらも実
行委員会に町会の方や、あと企業の方ですと
か建築家の方たちも入って修繕からやってい
きました。
　こちらはお米屋さんを改修してつくった地
域の居場所ですね。
　このスライドは子ども食堂です。子ども食
堂なんですけど、高齢者の方も来ている、い
わゆる地域食堂という形のものもあります。
現在ではこういう子ども食堂、テイクアウト
型でコロナの中でもやっていらっしゃいます。
　このスライドはちょっと変わりまして、不
登校の子たちって、最初の段階だとやっぱり
なかなかオープンな場所で集まることが苦手
だったりするので、NPO法人と連携した若者
の居場所ということもやっています。好きな
こと、ゲームとかですね、好きなことからつ
ながっていこう。１人でゲームしないでみん
なでやろうということで、NPO法人と社協で
連携してやっています。
　こちらは介護予防の取組です。私がやりた
い介護予防みたいなコンセプトで、みんなで

つくられた「かよい～の」というプログラムで、
現在区内に26団体ありますけれども。男性は
やはりゲーム性があるものに参加しやすいと
かいろんな傾向があるんですけども、こういっ
たところのプログラムも、こちらの活動にか
かわるコーディネーターは特に生活支援コー
ディネーターも兼務しているので、その側面
でお手伝いしています。
　こういった地域の居場所づくり、ちょっと
細かくて見えづらいんですけども、上のほう
の円というのがいわゆる地域側というんです
かね。そこに居場所を拠点として地域の方た
ちのネットワークをつくっていくということ
をやっています。一方で、下にあるのが専門
職とかというところなんですけど、その間を
つなぐのが地域福祉コーディネーターの役割
と考えていて、居場所の中で様々な課題を拾っ
て、それを住民の方ではなかなか解決できづ
らい部分というのを、下の専門職のネットワー
クにつなげていく。その方をまた地域の居場
所とか、いろんな活動のほうにつなげていく
と。その中心的な地域の拠点を担っているの
が、常設型である多機能な居場所。こういう
ようなイメージをつくって、文京区のほうで
行政と社協と住民の方と協働してつくってい
るのが、この10年やってきた実践になります。
▼永田：浦田さん、ありがとうございました。
様々な居場所を通じて、多様なつながりを生
み出していくと同時に、それを支援するコー
ディネーターの役割についても教えていただ
いたのではないかと思います。多機能型の拠
点を持続的にしていく条件など、また改めて
議論をしていければと思います。
　それでは、次に小島さんのほうからご報告
をいただきたいと思います。小島さん、よろ
しくお願いいたします。

▼小島：よろしくお願いいたします。皆さん、
はじめまして。NPO農スクールの小島希世子
と申します。
　NPO農スクールの活動を紹介する前に、最
初に、少し自己紹介をさせてください。私の
本業は、えと菜園という小っちゃい農園をやっ
ている、神奈川県藤沢市の野菜農家になりま
す。農家なのでふだんは野菜作ったりだとか、
あと生まれが熊本県なので、熊本県の16軒
の農家さんと一緒に、農家直送のオンライン
ショップを運営したり、あと神奈川県で農業
体験サービスを提供したりしてます。
　神奈川県藤沢市でやってる農業体験サービ
スでは、小さなお子様連れのご家族の方だっ
たりだとか、あと定年退職された方など、大
体０歳児から、もうほんと80代の方まで、市
民の方が野菜作りを楽しみにご来園くださっ
ています。藤沢市民の方が多いんですけれど
も、横浜とか、東京からも、あと鎌倉からも
ご来園くださるような農園で、週末はすごく
賑わっていて、大体年間延べ１万人以上の方
がご来園くださっています。こういった農家
としての活動をしながら、NPO農スクールを
運営しています。
　皆さん、ここでこちらのスライドの数字を
見て何を想像されますか。現在日本の農業界
は農業者が約136万人、平均年齢が67.8歳と、
高齢化や担い手不足が進んで危機的な状況で
す。その一方で、ホームレス状態の方だった

りだとか、生活保護受給者の方、ひきこもり
の方など、働きづらさを抱える方が、合計す
ると330万人存在していると言われています。
この330万人の方の中には、病気などの事情
で働けない状態の方もいますが、中には働き
たいけど仕事がないっていう方だったり、心
理的なちょっとした一歩が進めれば、ちょっ
としたチャンスがあれば働くことができる方
というのも多数存在します。
　農スクールでは、働きたいけど仕事がない
方と、人手不足の農業界をつなぐという取組
をしています。具体的には２つの取組をして
います。１つ目は自社農場での農業プログラ
ムの提供。２つ目は農家実習。農家インター
ンという農家実習を通じて、適材適所を発見
し、農家に就職して日本の農業界を支える人
材になっていただくというような取組になり
ます。
　このプログラムはトータルで半年間なんで
すけれども、農家インターンに参加した人の
約44％の方が正社員だったりアルバイトなど
の就職に到達しています。2020年、農林水産
省さんのモデル事業で、藤沢地区、藤沢モデ
ルという形でプログラムを提供させていただ
いたときにいたっては、83.6％の方が就職し
ていきました。
　なぜ私がこの農業に関わる取組をしている
かといいますと、ちょっと幼少期に遡るんで
すけれども、私、熊本県の合志市という農村
地帯で生まれ育ちました。農家を目指すきっ
かけとなったのが、小学校のときに見たドキュ
メンタリー番組です。どういう番組かという
と、世界には食糧不足で死んでいく子供たち
がいるという飢餓の番組で、私、住んでたの
が農村地帯だったので、畑にたくさん食べ物
あるのに、冷蔵庫を開ければ食べ物があるの
にっていうので、将来は自分が現地で農家に
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なって、食糧を生産して、世界の食糧難をな
くす仕事がしたいっていうふうに思うように
なりました。大学進学で、熊本県から神奈川
県に出てきたんですけれども、国際協力とか
食糧問題が学べる学部に進学して、そのとき
にちょっと衝撃を受けたことがありまして、
それは駅で寝ているホームレスの方の存在で
す。日本にもまだ住む家とか食糧に困ってい
る人がいるっていうのを見て、すごく衝撃を
受けました。農村に行けば空き家がたくさん
あります。また農業界は慢性的な人手不足で
す。農村で農家という職業に就けば、住む家
も食糧も一気に手に入れられる。そんな仕組
みがつくれないかなというので、農業系の会
社に就職した後、独立して取組を始めました。
　まず最初に、横浜で畑を始めたんですけれ
ども、畑を借りてホームレスの人たちと一緒
に野菜作りを取り組むところから始めました。
このときに意外な発見があったんです。皆さ
ん、こちらのスライドの図を見て何を想像さ
れますか。これ、建築現場の様子だと思う方
もいれば、中には農業の現場だって思った方
もいらっしゃったかと思います。そうなんで
す。建築現場の機械と農業現場の機械、割と
同じなんです。当時ホームレスの方たちって
いうのが、もともとは建築現場で日雇いの仕
事をばりばりやってた方たちだったんですが、
リーマンショックで仕事を失って路上に出て
しまった、ホームレス状態になってしまった
というような状態でした。なので、ホームレ
スのおじさんたちは、既に農業界で即戦力に
なれるスキルと体力を持っていました。この
とき、適材適所に丁寧にマッチングすれば、
働く側も雇う側もお互いハッピーになれると
いうふうに実感した瞬間でした。その後いろ
いろあったんですが、実際にホームレスの方
で農家になる人が出てくるようになりました。

最初50代の元ホームレスの方が農家になった
ことで、続いて60代の方、40代の方も農家に
なっていきました。
　そうすると、今度はひきこもり支援の団体
さんがちょっと参加してみたいということで、
ひきこもりの方も参加するようになり、農家
の正社員になる方が出てきて、農業経営者に
なり、ご自分で農園を経営している方まで出
てくるようになりました。卒業生は、全国各
地で農家になり、日本の農業界を支える人材
として活躍してる方たちもいます。今日聞い
てらっしゃる方も、卒業生が作った農作物を
どこかで食べてるかもしれません。
　現在、就農支援プログラムという形で、我々
のプログラムを提供しているんですが、どう
いうプログラムかといいますと、農作業を細
分化して３つの系統に分け、目的にひもづけ
することで、長所を発見したり、発見した長
所を伸ばしていくプログラムになっています。
ざっくり一言で言いますと、野菜を育てなが
ら自己肯定感を育て、適材適所を発見するプ
ログラムになってます。人は１つ以上の長所
を必ず持っています。自分への自信を取り戻
すことで一歩踏み出す勇気が湧いてきます。
そして長所で適材適所を極めていけば、今働
けない状態の方とか、就労困難者と呼ばれる
方でも、生き生きと働くことができる可能性
が高いというふうに私は考えています。
　こちらの写真は、実際のプログラムの様子
の写真なんですけれども、こちら、ホームレ
スの方もひきこもりの方も一緒に作業をして
いる様子です。多分、福祉の現場だと、当事
者の方によってサポート内容が分かれるため、
ひきこもりの方はひきこもり支援、ホームレ
スの方はホームレスの支援、障害の方は障害
の支援だけっていうふうに分かれている現場
も多いかとは思うんですけれども、農スクール
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なって、食糧を生産して、世界の食糧難をな
くす仕事がしたいっていうふうに思うように
なりました。大学進学で、熊本県から神奈川
県に出てきたんですけれども、国際協力とか
食糧問題が学べる学部に進学して、そのとき
にちょっと衝撃を受けたことがありまして、
それは駅で寝ているホームレスの方の存在で
す。日本にもまだ住む家とか食糧に困ってい
る人がいるっていうのを見て、すごく衝撃を
受けました。農村に行けば空き家がたくさん
あります。また農業界は慢性的な人手不足で
す。農村で農家という職業に就けば、住む家
も食糧も一気に手に入れられる。そんな仕組
みがつくれないかなというので、農業系の会
社に就職した後、独立して取組を始めました。
　まず最初に、横浜で畑を始めたんですけれ
ども、畑を借りてホームレスの人たちと一緒
に野菜作りを取り組むところから始めました。
このときに意外な発見があったんです。皆さ
ん、こちらのスライドの図を見て何を想像さ
れますか。これ、建築現場の様子だと思う方
もいれば、中には農業の現場だって思った方
もいらっしゃったかと思います。そうなんで
す。建築現場の機械と農業現場の機械、割と
同じなんです。当時ホームレスの方たちって
いうのが、もともとは建築現場で日雇いの仕
事をばりばりやってた方たちだったんですが、
リーマンショックで仕事を失って路上に出て
しまった、ホームレス状態になってしまった
というような状態でした。なので、ホームレ
スのおじさんたちは、既に農業界で即戦力に
なれるスキルと体力を持っていました。この
とき、適材適所に丁寧にマッチングすれば、
働く側も雇う側もお互いハッピーになれると
いうふうに実感した瞬間でした。その後いろ
いろあったんですが、実際にホームレスの方
で農家になる人が出てくるようになりました。

最初50代の元ホームレスの方が農家になった
ことで、続いて60代の方、40代の方も農家に
なっていきました。
　そうすると、今度はひきこもり支援の団体
さんがちょっと参加してみたいということで、
ひきこもりの方も参加するようになり、農家
の正社員になる方が出てきて、農業経営者に
なり、ご自分で農園を経営している方まで出
てくるようになりました。卒業生は、全国各
地で農家になり、日本の農業界を支える人材
として活躍してる方たちもいます。今日聞い
てらっしゃる方も、卒業生が作った農作物を
どこかで食べてるかもしれません。
　現在、就農支援プログラムという形で、我々
のプログラムを提供しているんですが、どう
いうプログラムかといいますと、農作業を細
分化して３つの系統に分け、目的にひもづけ
することで、長所を発見したり、発見した長
所を伸ばしていくプログラムになっています。
ざっくり一言で言いますと、野菜を育てなが
ら自己肯定感を育て、適材適所を発見するプ
ログラムになってます。人は１つ以上の長所
を必ず持っています。自分への自信を取り戻
すことで一歩踏み出す勇気が湧いてきます。
そして長所で適材適所を極めていけば、今働
けない状態の方とか、就労困難者と呼ばれる
方でも、生き生きと働くことができる可能性
が高いというふうに私は考えています。
　こちらの写真は、実際のプログラムの様子
の写真なんですけれども、こちら、ホームレ
スの方もひきこもりの方も一緒に作業をして
いる様子です。多分、福祉の現場だと、当事
者の方によってサポート内容が分かれるため、
ひきこもりの方はひきこもり支援、ホームレ
スの方はホームレスの支援、障害の方は障害
の支援だけっていうふうに分かれている現場
も多いかとは思うんですけれども、農スクール

ではみんなごちゃ混ぜで一緒にやるっていう
のが一般的です。理由としては、参加者の方
がどういう状態かとか、どういうことでお困
りかではなくて、農業という一つの目的を共
有して集まった集団なので、農業に自分の長
所でどう貢献できるかというのに皆さん注力
しているんですね。だからこそ長所が見つか
りやすくなったり、自然と役割が生まれてい
くんだというふうに考えています。例えば力
が強い人が、重たいものを収穫して運ぶとき
運んでくれたり、人と接するのに抵抗がない
方が掛け声をかけてくれたり、そういうのが
自然と生まれてくるんですね。
　鎌倉市さんとも農業就労体験セミナーって
いうのを一緒に協働でさせていただいてます。
昨年の参加者の中からは、藤沢市の農家に就
職した人も出てきました。私が農スクールで
大切にしていることは、支える側と支えられ
る側といった固定化された環境をつくらない
ということです。例えば農スクールの卒業生
も、今は受講中、サポートしてもらっていて
も、将来は人手不足の農家さんを支える存在
となって、聞いてらっしゃる皆さんの食卓に
並ぶ農作物を作る存在になる。皆さんの命を
支える食糧を生み出す生産者になっていく可
能性のある方々なのです。ほとんどの人は農
作物を食べて生きています。つまり農業って
何かしら関わるだけで、誰かの命を支える農
作物を作ってるわけで、もうそれだけで既に
共生社会なんじゃないかなと個人的には思っ
ています。これからも、誰もが望めば農業を
食糧と職業にできる社会、そういう社会にな
ることを目指して取り組んでいきたいと思っ
ております。ご清聴ありがとうございました。

▼永田：小島さん、ありがとうございました。
個人的には、小島さんが農園での活動を通じ
て、そこに参加する全ての人が役割を持てる
ような関係を築いている。そういう点に大き
な魅力や農業の力、共生社会の可能性という
ものを感じさせていただきました。ありがと
うございました。
　それではここから30分程度、ディスカッ
ションをしてまいりたいと思います。まずディ
スカッションのテーマを設定したいと思いま
す。近年私たちは参加支援という言い方をし
ているんですけれども、この参加は必ずしも
就労だけを目指しているわけではなくて、誰
もが望む形で役割を持って社会参加できる、
そういう社会を目指していきたいと思ってい
ます。そのためには多様な参加の場を地域の
中につくっていく必要があるわけですが、「課
題でつながる縁」、と地縁を掛け合わせていく
ことが必要ではないかというご提起を又村さ
んからいただいています。そこで、今日は地
域社会に多様な参加の場をつくり出していく
には、どのような参加のデザインが必要なの
か、また仕掛けが必要なのかということを議
論してまいりたいと思います。
　こちらに、分かりやすいようにパネルをご
用意いたしましたけれども、大きくこの３つ
のテーマについて議論をしてまいりたいと
思っております。１つ目が越境、クロスオー
バーする実践というキーワード。２つ目が
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「誰かのやりたい」から出発する地域づくりと
いうキーワード。そして３つ目が参加をデザ
インするコーディネーターの役割です。さら
に時間があれば、最後のウィズコロナ、ポス
トコロナ時代の社会参加についても、皆さん
と議論してまいりたいと思います。
　それではまず冒頭の越境、クロスオーバー
する実践ということについて、議論してまい
りたいと思います。今日の発表の中からも、
多様な参加の場のデザインに求められる発想
のヒントがたくさんあったのではないかと思
いますが、その一つが「クロスオーバー」と
いうキーワードではないかと思います。小島
さんは最近まで制度に乗らないところで様々
な取組を進めてこられ、工夫した就農支援や
農業プログラムを独自につくってこられたと
いうご発表をいただきました。非常に大事な
ことだったように思うので、そこで大事にさ
れてきたことや、お気づきになられたことを
改めて強調していただけますでしょうか。お
願いいたします。
▼小島：やっぱり背景が違う方とか、困り事
が違う方が一緒に、クロスオーバーというか、
一緒に作業することで、意外と自然に役割と
いうのが生まれるというふうに思っていまし
て、例えば農作業って基本的に１人で行うも
のもあるんですけど、２人以上で行うものが
割と多いんですね。例えばキュウリのネット
張ったりするときに、１人でやるより２人で
やった方が良いんですが、やるときにどっち
かが掛け声かけて、「じゃあそっち引っ張っ
て。」とか、こういうのは結構しゃべるのが得
意な方が自然とやってくださったりだとか。
例えば収穫したものを車に積み込むときに、
力持ちの人が、「あ、じゃあ私が２往復しま
す。」というふうに言ってくれたりだとか。人
と接することで、あ、これ自分は得意なんだ

とか、すごく見えてくるという部分がありま
す。かつ、農業って困り事で分けてるんじゃ
なくて、農業しようっていう目的で集まって
るので、じゃあ自分がこの野菜作るときに何
ができるかみたいなのを、一人一人が自分で
考えるし、お互い、「〇〇さん、これ得意なん
ですね。ちょっと手伝ってもらえます？」み
たいなのが自然に生まれるので。そういうと
ころが自然に勝手に生まれてくるんだなとい
うのが大きな現場の気づきになります。
▼永田：私たち福祉の側では、従来、対象者
ごとに、課題ごとに分けていくという考え方
をずっとしてきましたが、今の小島さんのお
話を聞いていると、違うからこそいろいろな
役割が生まれてきて、できることにコミット
していくことで新たな可能性が開けていく。
そんなお話だったんではないかと思います。
高齢者だけとか障害者だけというように分け
ていくのではなく、違うからこそいろいろな
役割が生まれる。それをやりたい人たちが集
まってコミットしていくということが非常に
重要ではないかと思いました。これは共生の
プログラムを考えていく上で大切な視点とし
て共有しておきたいと思います。
　次に、地域の中で様々な取組を進められて
いる浦田さんにもお聞きしたいのですが、又
村さんがおっしゃったような、「相互援助力」、
つまり、支える、支えられるという役割を固
定しない関係を、浦田さんは居場所づくりを
支援していく中でどのようにつくりだそうと
されてるのか教えていただけないでしょうか。
▼浦田：私たちがやってる居場所づくりの中
では、やはり居場所そのものの多様性をどう
いうふうにつくるかというのは結構重要だな
というふうに思っています。その居場所の多
様性をつくるに当たって、まず担い手側が多様
であるかが結構重要なポイントなんじゃない
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「誰かのやりたい」から出発する地域づくりと
いうキーワード。そして３つ目が参加をデザ
インするコーディネーターの役割です。さら
に時間があれば、最後のウィズコロナ、ポス
トコロナ時代の社会参加についても、皆さん
と議論してまいりたいと思います。
　それではまず冒頭の越境、クロスオーバー
する実践ということについて、議論してまい
りたいと思います。今日の発表の中からも、
多様な参加の場のデザインに求められる発想
のヒントがたくさんあったのではないかと思
いますが、その一つが「クロスオーバー」と
いうキーワードではないかと思います。小島
さんは最近まで制度に乗らないところで様々
な取組を進めてこられ、工夫した就農支援や
農業プログラムを独自につくってこられたと
いうご発表をいただきました。非常に大事な
ことだったように思うので、そこで大事にさ
れてきたことや、お気づきになられたことを
改めて強調していただけますでしょうか。お
願いいたします。
▼小島：やっぱり背景が違う方とか、困り事
が違う方が一緒に、クロスオーバーというか、
一緒に作業することで、意外と自然に役割と
いうのが生まれるというふうに思っていまし
て、例えば農作業って基本的に１人で行うも
のもあるんですけど、２人以上で行うものが
割と多いんですね。例えばキュウリのネット
張ったりするときに、１人でやるより２人で
やった方が良いんですが、やるときにどっち
かが掛け声かけて、「じゃあそっち引っ張っ
て。」とか、こういうのは結構しゃべるのが得
意な方が自然とやってくださったりだとか。
例えば収穫したものを車に積み込むときに、
力持ちの人が、「あ、じゃあ私が２往復しま
す。」というふうに言ってくれたりだとか。人
と接することで、あ、これ自分は得意なんだ

とか、すごく見えてくるという部分がありま
す。かつ、農業って困り事で分けてるんじゃ
なくて、農業しようっていう目的で集まって
るので、じゃあ自分がこの野菜作るときに何
ができるかみたいなのを、一人一人が自分で
考えるし、お互い、「〇〇さん、これ得意なん
ですね。ちょっと手伝ってもらえます？」み
たいなのが自然に生まれるので。そういうと
ころが自然に勝手に生まれてくるんだなとい
うのが大きな現場の気づきになります。
▼永田：私たち福祉の側では、従来、対象者
ごとに、課題ごとに分けていくという考え方
をずっとしてきましたが、今の小島さんのお
話を聞いていると、違うからこそいろいろな
役割が生まれてきて、できることにコミット
していくことで新たな可能性が開けていく。
そんなお話だったんではないかと思います。
高齢者だけとか障害者だけというように分け
ていくのではなく、違うからこそいろいろな
役割が生まれる。それをやりたい人たちが集
まってコミットしていくということが非常に
重要ではないかと思いました。これは共生の
プログラムを考えていく上で大切な視点とし
て共有しておきたいと思います。
　次に、地域の中で様々な取組を進められて
いる浦田さんにもお聞きしたいのですが、又
村さんがおっしゃったような、「相互援助力」、
つまり、支える、支えられるという役割を固
定しない関係を、浦田さんは居場所づくりを
支援していく中でどのようにつくりだそうと
されてるのか教えていただけないでしょうか。
▼浦田：私たちがやってる居場所づくりの中
では、やはり居場所そのものの多様性をどう
いうふうにつくるかというのは結構重要だな
というふうに思っています。その居場所の多
様性をつくるに当たって、まず担い手側が多様
であるかが結構重要なポイントなんじゃない

かなと思っています。例えば「こまじいのう
ち」の実行委員会は高齢者の方も入ってます
し、若い人も入っています。最近つくる居場
所では、企業の方も入ったり、建築家のよう
な専門家の方も入ったり。そういう若い方か
ら高齢の方、いろんな方が居場所の担い手に
なって、その場をどうやってつくるか、実行
委員会で議論していくので、自然といろんな
方向けのプログラムというのがその中で生ま
れていって。隣りでは高齢者の方のお茶飲み
をやっているけど、隣りではママさんたちが
赤ちゃん連れの方へのサロンをやっていると
いうような、そういうところで相互が自然と
入り混じって、ママさんたちがおしゃべりに
もう夢中なので、高齢者の方が赤ちゃんの面
倒を見てるみたいな形で、どんどんナチュラ
ルに混じり合っていくという、そういうふう
な展開が見えるなというふうに思っているの
で、意図的にその多様な体制をどうつくるか
というのは、コーディネーターはいつも考え
ているかなと思います。
▼永田：浦田さん、ありがとうございます。
ヒントとしては、担い手の側も多様でないと
参加する側の多様性というのも生まれてこな
いということだと思います。また支援すると
きに、運営していく主体に多様性を持たせる
ように、意図的に働きかけてるということで
すね。
　一方で、こうした「ごちゃ混ぜの力」に我々
期待してるわけですが、地域の中ではやはり
障害のある方とか弱い立場にある方は排除さ
れるということもあり得るわけで、そうした
点にも留意していく必要ってあるのではない
かと思います。障害者の支援をされている又
村さんのほうから、こうした際に生じるコン
フリクトというのをどのように解決していけ
ばいいのか、お考えをお聞かせいただければ

と思います。
▼又村：障害のある人への施策に関するこれ
までの歴史的な背景もあって、いわゆるイン
クルーシブな社会になってこなかったことが
根底にあるということはまずあるでしょうし、
また一方で、役割が多様だということは障害
のある人も全く同じということが大前提で、
確かに地域のコンフリクトと思われることは
起こり得るだろうと考えます。これは障害の
ある人に限らず、高齢の人はちょっと勘弁し
てほしいと思う人もいるでしょうし。特に認
知症の人はちょっと、というようなことも起
こるとして、先ほど申し上げたように、私は
前職、市の職員だったもので、スライド資料
ではなくて、フルバージョンの方の資料には
盛り込んであるんですけど、前の職場で実は
地域福祉活動拠点を整備する担当をさせてい
ただいていました。町内福祉村っていう平塚
市の単独事業だったんですけどね。これを整
備するときに必ず心がけていたのは、市のほ
うから絶対に押し付けないということでした。
地域の皆様が主体的に展開していただくとい
うことが第一であって、市のほうからは提案
はするけれども押しつけはしない。これは恐
らく文京区さんとかでも必ずそうされている
と思うんですけども。こういったことがある
ので、地域の皆様がそれぞれで納得された上
で立ち上がってきたということで、先ほど浦
田さんが発表されたような、解け合っていく
ような取組というのが進んできたかなという
ように思います。
　もう一つは、実は先ほど紹介したＣ型の蒲
郡市の楽笑さんなんですけど。たまたま私、
昨日蒲郡市にお伺いしてまして、楽笑の方々
ともお話ししてきました。そうしたら何と、
さっきのスライドで一番厳しい意見を言って
いた地元の代表の方が、今や一番の応援団。
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具体的には、蒲郡市のコミュニティバスを停
めるときの停留所を必ず楽笑の事業所の前に
してくれというふうに要望されたそうなんで
すね。その理由がふるっていて、楽笑の事業
所の前にコミュニティバスのバス停を作れば、
高齢の人とか子供たちが待ち合わせをするた
めの場所は必ず楽笑が作ってくれると。地域
のために動いてくれる法人なんだから、地域
の側も楽笑のほうにきちんと目を向けなきゃ
いけないんだということを、楽笑が言うんじゃ
なくて、楽笑にずっと厳しいご意見を言って
いた方がバックアップしていただいているな
んていうお話を聞いてですね、やっぱり地域
への能動的な働きかけがあって、地域の方と
一緒に動いていくということの積み上げで、
こういったコンフリクトっていうのがなくな
るというか、そんなことを気にしなくてもよ
くなってくる。そこが大事かなというふうに
思います。
▼永田：安易に混ぜるだけがいいということ
ではなく、地域の皆さんと地道な対話を重ね
ていくことで、また実績を重ねていくことで、
偏見などが解消していくというお答えだった
かと思います。今回の一つのテーマとしてク
ロスオーバーということを挙げさせていただ
きましたが、違うからこそいろいろな役割が
生まれる。分けないことがそういった役割を
引き出していという点は、非常に大事な視点
でだったのではないかと思います。
　では、次に２つ目のテーマ、「誰かのやりた
い」から出発する地域づくりということにつ
いても議論をしてまいりたいと思います。ど
うしてこのテーマを取り上げたかといいます
と、通常福祉の専門職、私も含めてですけれ
ども、地域に何か課題があるから、それに対
する取組をつくっていかなければいけない。
こういうふうに考えることが非常に多いわけ

ですが、今回、小島さんの取組をお聞きして
いると、「やりたい」と活動始めた人がいらっ
しゃって、その思いの中に地域の課題を溶け
込ませていく。Ｃ型もそういう発想として捉
えたのですが、「誰かのやりたい」から出発
した活動に地域課題の解決を溶け込ませてい
くアプローチも重要ではないかと感じました。
ここはいわゆる福祉を本業にしていない人の
立場から、小島さんにまずご発言いただけれ
ばと思いますが、小島さん、いかがでしょうか。
▼小島：福祉が本業じゃない。農家なので本
業じゃないんですけども、多分多くの生活者
の方というのが、これは福祉の制度に当ては
まってる、これは当てはまってないから福祉
じゃないっていうふうに意識して生活してな
いと思うんですね。私自身、福祉の知識があ
まりなくて、働きたいけど仕事がない方がい
て、農業界は人手不足で人を求めていて、じゃ
あつなぎ合わせればいいやっていうので始め
たんですが、これがいわゆる農福連携ってい
う位置づけであることすら知らずに活動自体
を始めています。本当に発端がこういうこと
やりたいな、でもできないなっていう人がそ
こにいて、片やこういうことを自分はできる
し、どこかで活動できる場がないかなってい
う人が同じ地域にいてっていうときに、その
両者が出会える場をデザインしていくと、関
わる人たちが自然に自ら動き出して、何かい
い方向に回り出すというふうに考えています。
その際、部分的にでも福祉に当てはまる、あ、
ここは福祉に当てはまるねっていうときに、
福祉の仕組みとかで専門家の方々がサポート
してくださると、さらに活動が加速していく
のかなというふうに個人的には思います。
▼永田：小島さんのような様々な思いを持っ
て多様な活動をしている人たちの活動の中に、
福祉の要素が実はあるはずなのに、そこに誰も
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具体的には、蒲郡市のコミュニティバスを停
めるときの停留所を必ず楽笑の事業所の前に
してくれというふうに要望されたそうなんで
すね。その理由がふるっていて、楽笑の事業
所の前にコミュニティバスのバス停を作れば、
高齢の人とか子供たちが待ち合わせをするた
めの場所は必ず楽笑が作ってくれると。地域
のために動いてくれる法人なんだから、地域
の側も楽笑のほうにきちんと目を向けなきゃ
いけないんだということを、楽笑が言うんじゃ
なくて、楽笑にずっと厳しいご意見を言って
いた方がバックアップしていただいているな
んていうお話を聞いてですね、やっぱり地域
への能動的な働きかけがあって、地域の方と
一緒に動いていくということの積み上げで、
こういったコンフリクトっていうのがなくな
るというか、そんなことを気にしなくてもよ
くなってくる。そこが大事かなというふうに
思います。
▼永田：安易に混ぜるだけがいいということ
ではなく、地域の皆さんと地道な対話を重ね
ていくことで、また実績を重ねていくことで、
偏見などが解消していくというお答えだった
かと思います。今回の一つのテーマとしてク
ロスオーバーということを挙げさせていただ
きましたが、違うからこそいろいろな役割が
生まれる。分けないことがそういった役割を
引き出していという点は、非常に大事な視点
でだったのではないかと思います。
　では、次に２つ目のテーマ、「誰かのやりた
い」から出発する地域づくりということにつ
いても議論をしてまいりたいと思います。ど
うしてこのテーマを取り上げたかといいます
と、通常福祉の専門職、私も含めてですけれ
ども、地域に何か課題があるから、それに対
する取組をつくっていかなければいけない。
こういうふうに考えることが非常に多いわけ

ですが、今回、小島さんの取組をお聞きして
いると、「やりたい」と活動始めた人がいらっ
しゃって、その思いの中に地域の課題を溶け
込ませていく。Ｃ型もそういう発想として捉
えたのですが、「誰かのやりたい」から出発
した活動に地域課題の解決を溶け込ませてい
くアプローチも重要ではないかと感じました。
ここはいわゆる福祉を本業にしていない人の
立場から、小島さんにまずご発言いただけれ
ばと思いますが、小島さん、いかがでしょうか。
▼小島：福祉が本業じゃない。農家なので本
業じゃないんですけども、多分多くの生活者
の方というのが、これは福祉の制度に当ては
まってる、これは当てはまってないから福祉
じゃないっていうふうに意識して生活してな
いと思うんですね。私自身、福祉の知識があ
まりなくて、働きたいけど仕事がない方がい
て、農業界は人手不足で人を求めていて、じゃ
あつなぎ合わせればいいやっていうので始め
たんですが、これがいわゆる農福連携ってい
う位置づけであることすら知らずに活動自体
を始めています。本当に発端がこういうこと
やりたいな、でもできないなっていう人がそ
こにいて、片やこういうことを自分はできる
し、どこかで活動できる場がないかなってい
う人が同じ地域にいてっていうときに、その
両者が出会える場をデザインしていくと、関
わる人たちが自然に自ら動き出して、何かい
い方向に回り出すというふうに考えています。
その際、部分的にでも福祉に当てはまる、あ、
ここは福祉に当てはまるねっていうときに、
福祉の仕組みとかで専門家の方々がサポート
してくださると、さらに活動が加速していく
のかなというふうに個人的には思います。
▼永田：小島さんのような様々な思いを持っ
て多様な活動をしている人たちの活動の中に、
福祉の要素が実はあるはずなのに、そこに誰も

気づいてないし、そうした人同士が出会えて
ないという問題があるのではないかと思いま
す。やりたいが結びつく参加の場のデザイン
というのは、まさに浦田さんがされているこ
とじゃないかなと思いますが、こうしたやり
たい活動と地域の様々な活動を結びつけてい
くために、浦田さんが工夫されていることは
ありますか。
▼浦田：私も平成24年度から地域福祉コー
ディネーターをやっていたときに、地域に出
始めていたら、全然福祉だけじゃ解決できな
いじゃんっていうことが本当にいっぱいあっ
て、平成28年度から、さっきちょっとご紹介
した、社会福祉協議会の地域連携ステーショ
ンフミコムという部署を立ち上げたんですね。
そこはとにかく福祉以外の方とのネットワー
クをつくっていこうということで、大学、企
業、NPOの方たちと積極的にネットワークを
つくっていく部署を社協につくっています。
地域福祉コーディネーターは地域の中に入っ
て行って、様々なニーズをキャッチしてくる
ので、その地域福祉コーディネーターが持っ
てくるニーズと、やりたいという方のいろん
なニーズというものを、社協の中で組み合わ
せしてマッチングの機会を考えているという
ような、そんな取組をしています。
▼永田：「フミコム」という名前もいいですよ
ね。名前の由来も教えていただいていいです
か。
▼浦田：公募で選ばせていただいたんですけ
ど、文京区、文の京（ふみのみやこ）という
のでフミコムというところと、あと「踏み込
む」。新しい活動に踏み込むみたいな、そうい
うようなイメージもあってその名前になりま
した。ちょうど今週末にフミコムのオンライ
ンイベントを、ユーチューブ配信でやります
ので、ぜひ検索してみていただけたらと思い

ます。
▼永田：こうやって地域にどんどん出て行っ
て、少し自分から宣伝をしていくというのも
大事なコーディネーターの力ではないかと改
めて思いました。地域に出てみたら福祉だけ
で解決できることばかりではないということ
に気づかれて、様々な人との連携や協働が必
要ではないかということをご提起いただいた
と思います。
　やりたいから出発するという視点では、活
動をつくってる皆さんもそうですが、小島さ
んのご発表の中で、プログラムに参加する人
たちにも同じように言えるのではないかと思
うのですが、小島さん、この点いかがでしょ
うか。
▼小島：そうですね、「こういう状態で困って
るっていうような方は参加してください」っ
ていう形じゃなくて、「こういう目的がありま
す。」と例えば農業やろうとか、野菜作ろうと
かの、そういう目的を掲げて募集をかけると、
意外と一緒に走りたい方が参加して、自然と
参加する方が自分が主役というか、主体的に
参加しやすくなっていくのかなっていうふう
に思っています。
▼永田：やりたいという気持ちから、皆さん
が地域の中でつながっていくことも大事です
が、やはり従来の福祉のアプローチは、こう
いう課題がある人はここにいてください、あ
なたの居場所はここですといった形で、決まっ
てること多かったのではないかと思います。
そういう意味ではそれぞれがやりたいことと
そういった活動を結びつけていくということ
が非常に重要なのではないかと感じさせてい
ただきました。
　また、又村さんがご提起いただいたＣ型で
すが、こちらはどちらかというと、事業所の
立場から見ると、地域課題を解決するところ
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から出発してるわけですが、Ｃ型の発想とい
うのも、当事者が地域課題を解決していくこ
とで役割創造していこうという取組だと思い
ます。ウィン・ウィンな関係をつくっている
という意味では、皆さんの実践と共通してい
ると思ったのですが、又村さん、この辺はい
かがでしょうか。
▼又村：まさにそのとおりで、コミュニティ
のＣですので、Ｃ型というのは地域の中での
障害のある人の存在感が確かなものになって
いくということへのアプローチなんですが、
他方でＣ型というのはやっぱり事業であると
か、あるいは取組の話なので、どちらかとい
うと法人とか事業所の立ち位置のことが中心
になるんですね。そうなってくると当然利用
してるご本人がおられるわけですから、ご本
人がそれに能動的に参画できるということも
重要ですし、あとやっぱり力が発揮できると
いうこともとても大事なことだと思います、
他方で障害福祉サービスでもありますから、
地域の中で存在感を発揮できるような役割を
事業所が担おうとしたときに、そこに障害の
ある人が活躍できるようなコーディネートを
する能力、これは内的なコーディネートです
ね。事業所の中で、利用してる障害のある人
がこういうことをやりたいと思ってるんだけ
ど、あなたの力を貸してもらえないかといっ
てアプローチをし、納得のもとにご本人が力
を発揮する、こういうことを引き出していく、
あるいはそこをサポートすることが障害福祉
のこれから求められる専門性じゃないかなと
いうことは感じます。
　あともう一つ、やりたいことをやるって入
り口としてすごい重要で、私も幾つか居場所
の見学させていただきましたけど、「福祉の
におい」がするともう利用したくないってい
う方が一定数いらっしゃるんですね。特に福

祉との出会いがとてもネガティブだった方に
とっては、障害福祉サービスとか介護保険の
デイサービスとか、生活困窮者支援制度とい
うこと自体がもう既にハードルで、そうでは
なくて自分がしたいからする、自分が能動的
に通う場所なんだっていうことが担保されて
ることが重要で、そこをどこまで担保しきれ
るかというのは、結構問われるのかなという
ふうには感じてます。
▼永田：ありがとうございました。障害福祉
サービスに限らず、福祉の専門職として今、
又村さんがおっしゃっていただいたことは非
常に重要な点ではないかと感じました。「福祉
臭」という言い方をされてましたが、これが
福祉サービスで、あなたはこれを利用しなさ
い、ということが決められてしまうことに抵
抗がある方はたくさんいらっしゃるというこ
とだと思います。
　小島さんからは、思いが出会う場をつくっ
ていくことが必要だというお話をしていただ
きました。また浦田さんからは、多様な人の
ネットワークがその基盤になっているという
お話だったと思います。こうした思いが出会
うネットワークは、最近では、プラットフォー
ムという言い方をしたりもしますが、こうい
う出会いの場をまさに浦田さんは地域で仕掛
けてるんだろうと思いました。また参加する
方々にとっても、あなたの居場所はここです
よと決めてしまうのではなくて、主体的に参
加していくためには、やはり自分がやりたい
ことにコミットできるような、そういう機会
や参加の場というのをつくっていくことが必
要だということを感じさせていただきました。
　このことは３番目のテーマ、制度のはざま
の問題とか、地域での居場所づくりを進めて
いくためには、やっぱり何らかの仕掛けとか
働きかけ、もちろん自然にできていくっていう
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から出発してるわけですが、Ｃ型の発想とい
うのも、当事者が地域課題を解決していくこ
とで役割創造していこうという取組だと思い
ます。ウィン・ウィンな関係をつくっている
という意味では、皆さんの実践と共通してい
ると思ったのですが、又村さん、この辺はい
かがでしょうか。
▼又村：まさにそのとおりで、コミュニティ
のＣですので、Ｃ型というのは地域の中での
障害のある人の存在感が確かなものになって
いくということへのアプローチなんですが、
他方でＣ型というのはやっぱり事業であると
か、あるいは取組の話なので、どちらかとい
うと法人とか事業所の立ち位置のことが中心
になるんですね。そうなってくると当然利用
してるご本人がおられるわけですから、ご本
人がそれに能動的に参画できるということも
重要ですし、あとやっぱり力が発揮できると
いうこともとても大事なことだと思います、
他方で障害福祉サービスでもありますから、
地域の中で存在感を発揮できるような役割を
事業所が担おうとしたときに、そこに障害の
ある人が活躍できるようなコーディネートを
する能力、これは内的なコーディネートです
ね。事業所の中で、利用してる障害のある人
がこういうことをやりたいと思ってるんだけ
ど、あなたの力を貸してもらえないかといっ
てアプローチをし、納得のもとにご本人が力
を発揮する、こういうことを引き出していく、
あるいはそこをサポートすることが障害福祉
のこれから求められる専門性じゃないかなと
いうことは感じます。
　あともう一つ、やりたいことをやるって入
り口としてすごい重要で、私も幾つか居場所
の見学させていただきましたけど、「福祉の
におい」がするともう利用したくないってい
う方が一定数いらっしゃるんですね。特に福

祉との出会いがとてもネガティブだった方に
とっては、障害福祉サービスとか介護保険の
デイサービスとか、生活困窮者支援制度とい
うこと自体がもう既にハードルで、そうでは
なくて自分がしたいからする、自分が能動的
に通う場所なんだっていうことが担保されて
ることが重要で、そこをどこまで担保しきれ
るかというのは、結構問われるのかなという
ふうには感じてます。
▼永田：ありがとうございました。障害福祉
サービスに限らず、福祉の専門職として今、
又村さんがおっしゃっていただいたことは非
常に重要な点ではないかと感じました。「福祉
臭」という言い方をされてましたが、これが
福祉サービスで、あなたはこれを利用しなさ
い、ということが決められてしまうことに抵
抗がある方はたくさんいらっしゃるというこ
とだと思います。
　小島さんからは、思いが出会う場をつくっ
ていくことが必要だというお話をしていただ
きました。また浦田さんからは、多様な人の
ネットワークがその基盤になっているという
お話だったと思います。こうした思いが出会
うネットワークは、最近では、プラットフォー
ムという言い方をしたりもしますが、こうい
う出会いの場をまさに浦田さんは地域で仕掛
けてるんだろうと思いました。また参加する
方々にとっても、あなたの居場所はここです
よと決めてしまうのではなくて、主体的に参
加していくためには、やはり自分がやりたい
ことにコミットできるような、そういう機会
や参加の場というのをつくっていくことが必
要だということを感じさせていただきました。
　このことは３番目のテーマ、制度のはざま
の問題とか、地域での居場所づくりを進めて
いくためには、やっぱり何らかの仕掛けとか
働きかけ、もちろん自然にできていくっていう

場合もあるんだと思いますが、文京区社会福
祉協議会さんの取組に見られるような、コー
ディネーター役の専門職っていうのが非常に
重要なんではないかと思います。浦田さんか
らは先ほどフミコムというネットワークをつ
くって出会いの場をつくっている実践をご紹
介をいただきましたけれども、一般には又村
さんがご指摘されたような地縁とか課題の縁
というのがクロスするところでの難しさを感
じている実践者の方も今日お聞きしている中
では多いのではないかと思います。もう少し
踏み込んで、課題に基づいた縁と地縁が協働
していくために、どんな仕掛けをされている
のかご紹介いただければと思います。
▼浦田：はい、そうですね、課題縁と地縁と
いうテーマがありますけども、クロスさせて
いく前提として、やはり緩やかな交流という
ものがすごく重要じゃないかというふうに
思っています。まさに文京区では地域の居場
所というものを介して、緩やかな関係があり、
そこに課題縁というようなプログラムをのせ
ていくようなイメージで地域づくりを展開し
ていて、その課題縁というのはいわゆる参加
支援ができるような様々なプログラムである
と思います。今までやってきて本当にそう思
うんですけど。やっぱり地域の、例えばなん
ですけど、地域の緩やかな居場所の中で例え
ば子供向けの学習支援をやると、その後そこ
で子供と大人が交流して、だんだん子ども食
堂ができていくんですね。一方で行政の会議
室みたいなところで学習支援をやっても、な
かなかその次の展開というのが生まれづらい
というのがありまして、やはり交流とプログ
ラムというのは、一体的にやる必要があるか
なというふうに思っています。
▼永田：ありがとうございます。何か緩やか
なつながりというベースの中で初めて課題縁

みたいなものがのっかってくるということで
すよね。今の子ども食堂の話もすごく面白かっ
たんですけど、何か具体的な例はありますか。
▼浦田：そうですね、例えばですけど、さっ
きのご紹介の中で、NPO法人サンカクシャの
不登校の子供たちの居場所づくりをやってる
んですけど、やっぱりその子たちのことを知っ
てもらいたいなって、今度、地域の方たちと
一緒に、現在の若者の様々な課題についての
勉強会とかを地域の居場所と一緒にやってい
こうなんていう話も出ていて、まさにそうやっ
てクロスしていきながら、じゃあ一緒にどう
やったら若者の支援していけるんだろうと地
域の方たちと考えていくみたいな、そういう
新たな発展の仕方もあるかなと思います。
▼永田：ありがとうございます。もう一つ、
浦田さんのようなコーディネーターがぜひう
ちの町にもいたらいいなって思ってる方、非
常に多いと思うんです。ただ、文京区の中に
もたくさんのコーディネーターの皆さんがい
て、先ほどご紹介いただいたように、若い方
もたくさんいらっしゃるわけですよね。そう
いう方々がいきなり地域に出て、こういった
ネットワークをつくっていくとか、多様な人
を結びつけていくっていうことが簡単にでき
るのかなという疑問もあるのですが、文京区
社協ではこういったコーディネーターをどの
ように養成したり育成したりしてるのかにつ
いても教えていただいてもよろしいでしょう
か。
▼浦田：はい、ありがとうございます。やっ
ぱり難しい仕事だなって改めて思うんですけ
れども。制度のはざまの個人の方への支援っ
て、ご本人もはっきりおっしゃらなかったり
拒否的であったりっていうところの支援と、
あとやっぱり住民の方と地域とか活動をつ
くっていく支援と両方やっていくんですよね。
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住民の方も何が困ってますってはっきり言っ
てくださらないので、こういうことかな、こ
ういうことかなって投げかけていって、課題
をどういう思いを持ってらっしゃるかって引
き出していくような、そんな支援をしていく
ので。コーディネーターは新卒でも採ったり
するんで若い人多かったんですけれども、そ
の場合の要はチームがすごく重要だなと思っ
ているんです。地区ごとに５年ぐらいやって
いる先輩と二、三年目の後輩っていうふうに
組合せをして、必ず２人体制を取っていて、
業務の中で住民との関わり方、課題のある方
からの気持ちの引き出し方ということを学
んでいきます。また定期的にミーティングで
事例研究を行っています。行動記録を取って
いるので、それを分析して一緒に、どういう
ふうな流れで活動が行われていくかというこ
とをみんなで学び合ったり、１年目ぐらいの
子たちだけで関わり方の勉強会みたいなのも
やっています。私は今係長なので、どちらか
といえば褒めて、よくやったみたいな、うま
い進行だったって言って、何か子育てと一緒
だなと思うんですけど。そのような役割をし
ています。
▼永田：ありがとうございました。チームで
やっていくということが重要だということ、
それから事例検討のような学び合いとかスー
パービジョンの機会というのをつくってい
くっていうことだったと思います。ぜひ参考
にしていただきたいと思います。
　こうしたコーディネーターが、文京区だけ
ではなくて、全国にこれから配置していくこ
とが進められていると思いますが、又村さん、
何かこれについて展望というのはございます
でしょうか。
▼又村：この分野に関しては、やっぱり介護
保険の体制整備事業の生活支援コーディネー

ターの仕組みというのは優れているなと感じ
ています。住民の皆様、いわゆる地縁の方々
ですね。地域課題とかお困りの方がどこにい
らっしゃるかというのは、ものすごくお分か
りになっているんですね。これは地元ですか
ら当たり前ですよね。他方、課題を解決した
りとか改善したりとか緩和したりするための
やり方とか、あと資源ですね。こういったも
のの確保というのは、もちろん住民お一人お
一人がそれを全部持ってるとは限らない。他
方、NPO、例えば文京区さんなんかだと、サ
ンカクシャさんなんかはNPOで、多分ですけ
ど若い社会接点が少ない方の支援をしてる団
体なはずなんですね。そういう団体はメソッ
ドとかリソースは持ってるわけです。ところ
が地域の中の細かいお一人お一人がどう困っ
てるかまでは分からない。だから同じ地域に
あるんだけど、分離式ドレッシングみたいに、
調味液と油が分かれちゃっていて、せっかく
一つの地域なんだけど、そのまんまじゃ食べ
られない状態になってるんですね。だからド
レッシングを振る人が必要で、ドレッシング
を振る人がいて、うまい具合にドレッシング
が混ざるとおいしくいただけますみたいなこ
とで言うと、そこは介護保険の制度で言うと
やっぱり１層、２層の生活支援コーディネー
ターでしょうし、あるいはコミュニティソー
シャルワーカーでしょうし、私が先ほどの資
料で言ったケアマネージャーとか相談支援専
門員と呼ばれるような、制度にひもづく相談
業務の人も、コミュニティワークをするのが
本来の仕事だと思うので、そこに着目してい
ただくと、このコーディネート機能というの
はより全国に広がっていくんじゃないかなと
いう期待をしてます。
▼永田：ドレッシングの例えは分かりやすい
ですね。浦田さんはきっと上手に振られてる
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住民の方も何が困ってますってはっきり言っ
てくださらないので、こういうことかな、こ
ういうことかなって投げかけていって、課題
をどういう思いを持ってらっしゃるかって引
き出していくような、そんな支援をしていく
ので。コーディネーターは新卒でも採ったり
するんで若い人多かったんですけれども、そ
の場合の要はチームがすごく重要だなと思っ
ているんです。地区ごとに５年ぐらいやって
いる先輩と二、三年目の後輩っていうふうに
組合せをして、必ず２人体制を取っていて、
業務の中で住民との関わり方、課題のある方
からの気持ちの引き出し方ということを学
んでいきます。また定期的にミーティングで
事例研究を行っています。行動記録を取って
いるので、それを分析して一緒に、どういう
ふうな流れで活動が行われていくかというこ
とをみんなで学び合ったり、１年目ぐらいの
子たちだけで関わり方の勉強会みたいなのも
やっています。私は今係長なので、どちらか
といえば褒めて、よくやったみたいな、うま
い進行だったって言って、何か子育てと一緒
だなと思うんですけど。そのような役割をし
ています。
▼永田：ありがとうございました。チームで
やっていくということが重要だということ、
それから事例検討のような学び合いとかスー
パービジョンの機会というのをつくってい
くっていうことだったと思います。ぜひ参考
にしていただきたいと思います。
　こうしたコーディネーターが、文京区だけ
ではなくて、全国にこれから配置していくこ
とが進められていると思いますが、又村さん、
何かこれについて展望というのはございます
でしょうか。
▼又村：この分野に関しては、やっぱり介護
保険の体制整備事業の生活支援コーディネー

ターの仕組みというのは優れているなと感じ
ています。住民の皆様、いわゆる地縁の方々
ですね。地域課題とかお困りの方がどこにい
らっしゃるかというのは、ものすごくお分か
りになっているんですね。これは地元ですか
ら当たり前ですよね。他方、課題を解決した
りとか改善したりとか緩和したりするための
やり方とか、あと資源ですね。こういったも
のの確保というのは、もちろん住民お一人お
一人がそれを全部持ってるとは限らない。他
方、NPO、例えば文京区さんなんかだと、サ
ンカクシャさんなんかはNPOで、多分ですけ
ど若い社会接点が少ない方の支援をしてる団
体なはずなんですね。そういう団体はメソッ
ドとかリソースは持ってるわけです。ところ
が地域の中の細かいお一人お一人がどう困っ
てるかまでは分からない。だから同じ地域に
あるんだけど、分離式ドレッシングみたいに、
調味液と油が分かれちゃっていて、せっかく
一つの地域なんだけど、そのまんまじゃ食べ
られない状態になってるんですね。だからド
レッシングを振る人が必要で、ドレッシング
を振る人がいて、うまい具合にドレッシング
が混ざるとおいしくいただけますみたいなこ
とで言うと、そこは介護保険の制度で言うと
やっぱり１層、２層の生活支援コーディネー
ターでしょうし、あるいはコミュニティソー
シャルワーカーでしょうし、私が先ほどの資
料で言ったケアマネージャーとか相談支援専
門員と呼ばれるような、制度にひもづく相談
業務の人も、コミュニティワークをするのが
本来の仕事だと思うので、そこに着目してい
ただくと、このコーディネート機能というの
はより全国に広がっていくんじゃないかなと
いう期待をしてます。
▼永田：ドレッシングの例えは分かりやすい
ですね。浦田さんはきっと上手に振られてる

んだろうなと思いました。
　今回、事前の打合せをしてるときに小島さ
んが、福祉のコーディネーターとか何とかっ
ていうのがたくさんいすぎてよく分からない
というお話をされていましたが、率直にいっ
て、福祉ではない立場から見ると、福祉の専
門職にいろんな名前がついていて分かりづら
いというのはありますよね。
▼小島：率直に。片仮名のものもあれば漢字
のものもあったり、一体幾つあるんだろうと
いうのがちょっと把握できてないという。
▼永田：先ほどのお話の中でもありましたが、
行政の窓口も、せっかくこれをやろうと思っ
て持って行っても、これはあっちですとか、
これはこっちですというのが非常に多いです
よね。
▼小島：知識がなさ過ぎて、どこに行ってい
いか分かんないっていうのは割とありますね。
▼永田：小島さんの視点は大変重要で、福祉
関係者は福祉の専門職がこういうことすると
か、ああいうことするって分かってるんです
けれども、地域の方の立場から見てみると、
生活支援コーディネーターだとか、何とかコー
ディネーター、漢字だったり片仮名だったり、
そういうことが非常にあるんじゃないかと思
うんですよね。この生活支援コーディネーター
という、介護保険の分野で展開してきたコー
ディネーターですが、こうした人たちが多様
な人を対象に全世代型で展開していくってい
うことも大事だと思います。ちょうど唐木さ
んからご紹介いただいたような重層的支援体
制整備事業という新たな事業の中では、そう
したことも可能になっていくっていうことに
なっていますので、ぜひ行政の皆様には、そ
ういったことを展開していって、この生活支
援コーディネーターも多機能化していってい
ただきたいと思います。時間の関係で、ウィ

ズコロナ、ポストコロナ時代の社会参加の展
望というところは、お時間があればまた取り
上げるという形にしたいと思います。
　それでは、今までの３つのテーマについて
の議論を聞いていただいて、唐木さんのほう
から議論の受け止めについてコメントをして
いただきたいと思います。Ｃ型のような地域
に貢献する社会福祉事業であったり、「こまじ
いのうち」のような多機能型の拠点であった
り、小島さんのような農業をされてる方が、
本業の中で参加の場をつくられたり。こういっ
た取組は従来の福祉の縦割りの発想を超えた、
またその枠の中では実現することが難しい取
組で、こういったことをどう推進していくか
というのは非常に重要だと思うんですよね。
地域共生社会の実現という旗印を掲げていく
中で、こうした事業をどのように応援してい
くことができるのか、コメントをいただけれ
ばと思います。お願いいたします。
▼唐木：パネリストの皆さんから大変魅力的
な実践例をご紹介いただくとともに、大変充
実したディスカッション聞かせていただきま
した。冒頭私が申し上げたように、地域共生
社会を推進するためなんですけれども、やは
り地域にいらっしゃる経済的困窮とか孤立を
抱える方々を地域にどう結びつけていくかで
あったりとか、あと地域資源を有効に活用し
て地域ニーズにどう応え、やりたいという気
持ちにどう応えていくかっていうことも含め
て、住民の活躍をどう生み出していくかとい
うことは非常に重要な課題だというふうに
思っております。また一方で地域住民の方の
ニーズっていうのは、制度に関わらずボーダー
レスなところもありますが。行政制度という
のはやはりどうしても縦割りにならざるを得
ず、制度のはざまの問題にはなかなかリーチ
しがたいというような、そういった問題も
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あります。
　こういった問題にどう応えていくかという
ことについてなんですけれども、そしてまた
先ほどご紹介いただきました３人のパネリス
トの方の、非常に魅力的な実践の例も含めて、
どういうふうに応援していくかということな
んですが、本年４月から、属性を問わずに広
く地域住民を対象とした、重層的支援体制整
備事業というものが始まりました。この事業
は実施する市町村に対して、今まで制度ごと
にばらばらで交付していた補助金を交付金と
して一体的に交付することで、市町村におい
て属性や分野を超えた取組というのを充実、
柔軟に実施することが可能となり、また課題
を抱える相談者やその世帯の包括的な支援で
あったり、また地域住民の方の地域福祉の、
推進に展開しやすい仕組みということになっ
ておりまして、また福祉に限らない分野も自
由な発想で対応することができるようになっ
ております。この事業では、地域の関係者が
そういう方を断らず受け止め、つながり続け
る支援体制を構築するために、属性を問わな
い相談支援、参加支援、地域づくりに向けた
支援の３つの支援を行っていきます。
　重層的支援体制整備事業を行うことで、何
が変わるのかということなんですが、上のと
ころにありますように、「これまで」という箇
所にありますけれども、なかなか相談支援の
部分ではアウトリーチというところでは、現
場の負担に考慮すると実施が難しかったり、
分野またぎのケースにはなかなか、あっちの
窓口行ってくださいよっていうような感じで、
対応する余裕がなかったりというようなこと
もあったり、また参加支援の部分では、相談
窓口から地域づくりの分野に利用者の方を直
接つなぐには、情報が不足しているて難しい
とか、そういういろいろな課題がありました。

こういう課題に対応するために、重層事業を
活用することで、追加的な財源とまた補助金
を予算として一括交付金化して行うこと、ま
た柔軟に取り組むことによって、縦割りを超
えて、複数の分野が協働してより効果的な事
業を実施する体制というのをつくっていくこ
とが可能になります。今日のディスカッショ
ンで挙げられました３つのテーマですね、そ
ういったところにも行き届くようなつくりと
していってるつもりでございます。
　こういった事業を、自治体にはぜひツール
として活用いただきたいと思っています。自
由な発想で地域のニーズに対応するためには、
この事業を使ったら自由度高くやるような形
ができるようになるというようなことでの
ツールとしてお使いいただきながら、それぞ
れの地域で多様な社会参加で、安心して自分
らしく暮らしていくまちをつくるという、そ
ういう取組を進めていっていただければとい
うふうに思っております。
▼永田：唐木室長、ありがとうございました。
福祉を地域の出来事の中に埋め込んでいくた
めには、市町村で横断的な体制づくりという
のを進めていく必要があると思います。私た
ちの暮らしは、小島さんがおっしゃったよう
に行政の縦割りに沿ってできているわけでは
ありませんので、省内はもちろん、国の省庁
間での横断的な協議や発信にも期待していき
たいと思います。
　それでは、ここからは皆様からいただいた
質問をもとに質疑応答を行ってまいりたいと
思います。繰り返しになりますけれども、時
間の関係で全てのご質問にはお答えできませ
んが、ご了承いただければと思います。
　それでは最初のご質問です。社協の方から
の浦田さんへのご質問です。今年度からモデ
ル地区を設定して地域福祉コーディネーター
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あります。
　こういった問題にどう応えていくかという
ことについてなんですけれども、そしてまた
先ほどご紹介いただきました３人のパネリス
トの方の、非常に魅力的な実践の例も含めて、
どういうふうに応援していくかということな
んですが、本年４月から、属性を問わずに広
く地域住民を対象とした、重層的支援体制整
備事業というものが始まりました。この事業
は実施する市町村に対して、今まで制度ごと
にばらばらで交付していた補助金を交付金と
して一体的に交付することで、市町村におい
て属性や分野を超えた取組というのを充実、
柔軟に実施することが可能となり、また課題
を抱える相談者やその世帯の包括的な支援で
あったり、また地域住民の方の地域福祉の、
推進に展開しやすい仕組みということになっ
ておりまして、また福祉に限らない分野も自
由な発想で対応することができるようになっ
ております。この事業では、地域の関係者が
そういう方を断らず受け止め、つながり続け
る支援体制を構築するために、属性を問わな
い相談支援、参加支援、地域づくりに向けた
支援の３つの支援を行っていきます。
　重層的支援体制整備事業を行うことで、何
が変わるのかということなんですが、上のと
ころにありますように、「これまで」という箇
所にありますけれども、なかなか相談支援の
部分ではアウトリーチというところでは、現
場の負担に考慮すると実施が難しかったり、
分野またぎのケースにはなかなか、あっちの
窓口行ってくださいよっていうような感じで、
対応する余裕がなかったりというようなこと
もあったり、また参加支援の部分では、相談
窓口から地域づくりの分野に利用者の方を直
接つなぐには、情報が不足しているて難しい
とか、そういういろいろな課題がありました。

こういう課題に対応するために、重層事業を
活用することで、追加的な財源とまた補助金
を予算として一括交付金化して行うこと、ま
た柔軟に取り組むことによって、縦割りを超
えて、複数の分野が協働してより効果的な事
業を実施する体制というのをつくっていくこ
とが可能になります。今日のディスカッショ
ンで挙げられました３つのテーマですね、そ
ういったところにも行き届くようなつくりと
していってるつもりでございます。
　こういった事業を、自治体にはぜひツール
として活用いただきたいと思っています。自
由な発想で地域のニーズに対応するためには、
この事業を使ったら自由度高くやるような形
ができるようになるというようなことでの
ツールとしてお使いいただきながら、それぞ
れの地域で多様な社会参加で、安心して自分
らしく暮らしていくまちをつくるという、そ
ういう取組を進めていっていただければとい
うふうに思っております。
▼永田：唐木室長、ありがとうございました。
福祉を地域の出来事の中に埋め込んでいくた
めには、市町村で横断的な体制づくりという
のを進めていく必要があると思います。私た
ちの暮らしは、小島さんがおっしゃったよう
に行政の縦割りに沿ってできているわけでは
ありませんので、省内はもちろん、国の省庁
間での横断的な協議や発信にも期待していき
たいと思います。
　それでは、ここからは皆様からいただいた
質問をもとに質疑応答を行ってまいりたいと
思います。繰り返しになりますけれども、時
間の関係で全てのご質問にはお答えできませ
んが、ご了承いただければと思います。
　それでは最初のご質問です。社協の方から
の浦田さんへのご質問です。今年度からモデ
ル地区を設定して地域福祉コーディネーター

の取組を始めました。地域福祉コーディネー
ターが地域の方々に認知されるまでの苦労、
地域とコーディネーター自身のニーズキャッ
チの、ニーズとデマンドの視点。他機関連携
などについてもう少し聞きたいですというご
質問です。地域に認知されるまでのご苦労で
すね。あと他機関連携などがもう少しお聞き
したいですということです。
▼浦田：はい、ありがとうございます。そう
ですね、認知されるまでには、最初コーディ
ネーターとして配置されたころっていうのは、
本当に様々ないろんな地域のイベントに顔を
出しました。運動会みたいなものですとか、
防災訓練ですとか、あと盆踊りとかも一緒に
踊ったりとか、様々なところに行くと、あ、
こういう方がいるんだなと、私も地域の方を、
あ、またこの方いた、この方キーパーソンな
んだなとか。相手の方も私のことをだんだん
分かってくださるというような形で。本当に
いろいろもう幅を広くいろんな活動に行って
認知されていって、徐々にいろんな活動をし
ている姿を見かけてくださって、ああそうい
う役割なんだなっていうことを徐々に認知し
ていただいたかなと思います。なかなかそこ
は時間がかかるところで、私たちも関係形成
期というふうにそういうところを呼んでいま
す。
　まさにその次のデマンドとかニーズをどう
発見するかというところと、その関係形成期
というのは非常に重要なところで、そういう
いろんな地域の活動に出かけて行って、住民
の方とお話しをする中で、いや、実はうちの
都営住宅ね、高齢化率が進んでるんだよ、何
からやったらいいのか分かんないんだよって
いうようなお声を拾っていったり。それで、
ああ、じゃあ次の自治会のイベントに参加し
ていいですかっていうような、次の展開に持っ

て行く。そこで関係をつくりながら何かご提
案していくというような形で進んでいくので、
やはりその関係形成期というものが非常に重
要だなというふうに思っています。
▼永田：はい、ありがとうございました。関
係形成期というキーワードいただきましたけ
れども、私の知り合いの同じようなコーディ
ネーターされている方も、関係形成期のこと
はもちろんなんですけど、つぶやき拾いみた
いなことがすごく大事だと言ってて、いろん
な活動に顔を出しながら、そこでいろんな人
たちのつぶやきを拾っていく。いいつぶやき
もあれば、課題のつぶやきもあって、そこで
いろんなニーズを拾ったり、できることを拾っ
たりというお話を聞いたことがございます。
　続けてで申し訳ないんですけれども。居場
所づくりの運営費についてご質問が来ており
ます。行政の補助金等なのか、改修費、家賃
等の財源についてお伺いしたいですというこ
とで、簡単にお答えいただければと思います。
▼浦田：はい、これも一応行政と一緒に補助
金のようなものをいろいろなパターンで用意
しているものもあります、子ども食堂の補助
金ですとか、様々用意しているものもありま
すし。そういったものに当てはまらなくても、
一緒に寄附集めですね、クラウドファンディ
ングみたいなことも一緒にやっていったりし
ます。
▼永田：はい、ありがとうございます。小島
さんには、貸農園を利用されているユーザー
の方と、農スクールに来られている方との関
係というのは何かあるのかということでご質
問いただいていますが、いかがでしょうか。
▼小島：ちょっと農スクールの成り立ちを話
しますと、最初もう本当に１人で活動始めた
状態で、貸農園は農家としてやっていて、週
末にお客様いらっしゃるので、平日お客様に
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貸し出してる道具がそのまま使わずにあると。
体験農園も空き区画があるので、そこで働き
づらさを抱える方が平日来て、トレーニング
するっていうような関係性から始まってます。
なので、その頃は、週末いらっしゃるユーザー
の方たちって、単に自分は家庭菜園とか野菜
作りを楽しみに来てるんだけど、意識しなく
ても、無意識のうちにそういう地域の活動、
農スクールの活動に協力してるっていうよう
な形で。今はちょっと団体分かれちゃってる
んですが、顔を合わせると挨拶し合う、地域
の人というような関係性だったり。あと農ス
クールの活動を体験農園のユーザーの方が知
られて、あ、そういう活動もやってたのね、じゃ
あ協力するよとか。あと逆もあって、体験農
園ちょっと見てみたいなという、お互い相互
に行き来するというような、本当に地域のコ
ミュニティみたいな形に。ユーザーの方たち
も本当に活動を知ったら意外と応援してるっ
ていうふうに言ってくれるんで、すごいいい
地域で、いい環境で、関係性だと思ってます。
▼永田：ありがとうございます。今、一つの
コミュニティのような形になってるではない
かと答えていただいたんですけれども、何か
それがすごくいい関係というのを表してるの
ではないかと思いました。ありがとうござい
ます。
　又村さんのほうにもご質問が来ていて、ほ
かにもＣ型的な実践をできている事例という
のがありますかということと、Ｃ型事業所の
課題があれば教えてくださいという質問が来
てます。
▼又村：しつこいようですけど、Ｃ型って事
業じゃなくて物の考え方なので、コミュニティ
に根差した、地域の方と一緒に活動している
障害福祉サービスの事業所、山ほどあります。
もっと言うと、実はこの４月に障害福祉サー

ビスの報酬が改定されて、就労継続Ｂ型だけ
なんですけど、地域協働加算という加算が設
定されて、その加算を取っておられる事業所
は、おのずとＣ型的な取組をしてるというこ
とで言うと、お探しいただければたくさんあ
るんじゃないかなと思ってます。
　もっと言えば、別にこれ、就労継続とか何
とかじゃなくて、地域活動支援センターとか
生活介護とか、幅広く障害のある人が、今利
用している障害福祉サービスの中で、例えば
ですけど生活介護で重度障害の方がお散歩に
行きますというのを、お散歩というとお散歩
だけど、地域の見守りに行きますと言えばそ
れは地域活動なわけですよね。すごくそれは
言葉のあやみたいな話になっちゃいますけど。
そういうことで、やっておられるところはた
くさんあるなというのが１つです。
　課題があるとすれば、今のところはやっぱ
り先ほど申し上げたように、事業所とか法人
の考え方が、地域に目が向かないとその話っ
てやっぱりスタートしないわけで。もちろん
障害のある人が利用してるサービスなので、
安全・安心は大前提だと思いますけれども、
それだけが全てだというふうになってしまう
と、交流の芽がなくなり、そしてＣ型にもつ
ながらないと。ですから、ここはやっぱり法
人事業所の運営サイドの考え方はひとつ重要
かなと思います。
▼永田：ありがとうございました。私が全体
のまとめをして終わるということになってい
たのですが、皆さん、本当にすてきな発言を
していただいてるので、最後に短い時間なん
ですが、30秒ずつぐらいで、ぜひ聞いてる皆
さんに、多様な社会参加を進めていくために、
メッセージをお伝えいただきたいと思います。
又村さん、浦田さん、小島さんの順番でお話
しいただいてもよろしいですか。お願いします。
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貸し出してる道具がそのまま使わずにあると。
体験農園も空き区画があるので、そこで働き
づらさを抱える方が平日来て、トレーニング
するっていうような関係性から始まってます。
なので、その頃は、週末いらっしゃるユーザー
の方たちって、単に自分は家庭菜園とか野菜
作りを楽しみに来てるんだけど、意識しなく
ても、無意識のうちにそういう地域の活動、
農スクールの活動に協力してるっていうよう
な形で。今はちょっと団体分かれちゃってる
んですが、顔を合わせると挨拶し合う、地域
の人というような関係性だったり。あと農ス
クールの活動を体験農園のユーザーの方が知
られて、あ、そういう活動もやってたのね、じゃ
あ協力するよとか。あと逆もあって、体験農
園ちょっと見てみたいなという、お互い相互
に行き来するというような、本当に地域のコ
ミュニティみたいな形に。ユーザーの方たち
も本当に活動を知ったら意外と応援してるっ
ていうふうに言ってくれるんで、すごいいい
地域で、いい環境で、関係性だと思ってます。
▼永田：ありがとうございます。今、一つの
コミュニティのような形になってるではない
かと答えていただいたんですけれども、何か
それがすごくいい関係というのを表してるの
ではないかと思いました。ありがとうござい
ます。
　又村さんのほうにもご質問が来ていて、ほ
かにもＣ型的な実践をできている事例という
のがありますかということと、Ｃ型事業所の
課題があれば教えてくださいという質問が来
てます。
▼又村：しつこいようですけど、Ｃ型って事
業じゃなくて物の考え方なので、コミュニティ
に根差した、地域の方と一緒に活動している
障害福祉サービスの事業所、山ほどあります。
もっと言うと、実はこの４月に障害福祉サー

ビスの報酬が改定されて、就労継続Ｂ型だけ
なんですけど、地域協働加算という加算が設
定されて、その加算を取っておられる事業所
は、おのずとＣ型的な取組をしてるというこ
とで言うと、お探しいただければたくさんあ
るんじゃないかなと思ってます。
　もっと言えば、別にこれ、就労継続とか何
とかじゃなくて、地域活動支援センターとか
生活介護とか、幅広く障害のある人が、今利
用している障害福祉サービスの中で、例えば
ですけど生活介護で重度障害の方がお散歩に
行きますというのを、お散歩というとお散歩
だけど、地域の見守りに行きますと言えばそ
れは地域活動なわけですよね。すごくそれは
言葉のあやみたいな話になっちゃいますけど。
そういうことで、やっておられるところはた
くさんあるなというのが１つです。
　課題があるとすれば、今のところはやっぱ
り先ほど申し上げたように、事業所とか法人
の考え方が、地域に目が向かないとその話っ
てやっぱりスタートしないわけで。もちろん
障害のある人が利用してるサービスなので、
安全・安心は大前提だと思いますけれども、
それだけが全てだというふうになってしまう
と、交流の芽がなくなり、そしてＣ型にもつ
ながらないと。ですから、ここはやっぱり法
人事業所の運営サイドの考え方はひとつ重要
かなと思います。
▼永田：ありがとうございました。私が全体
のまとめをして終わるということになってい
たのですが、皆さん、本当にすてきな発言を
していただいてるので、最後に短い時間なん
ですが、30秒ずつぐらいで、ぜひ聞いてる皆
さんに、多様な社会参加を進めていくために、
メッセージをお伝えいただきたいと思います。
又村さん、浦田さん、小島さんの順番でお話
しいただいてもよろしいですか。お願いします。

▼又村：１つだけこのテーマでお願いしたい
のは、特に役所の方が公的なサポートをする
ときの評価なんですね。どうしてもやっぱり
参加人数とか箇所数とかに走ってしまうんで
すけど。じゃなくて、ちょっとこれ乱暴な言
い方、最後だから許してください。1,000人
の参加者よりも10人の幸せです。これがいわ
ゆる参加支援の評価であるべきなんで。でき
るだけ個別性の高い評価、その方がどういう
ふうによりハッピーになったかというところ
に着目して、できる限りアウトカム、アウト
カムって言わな過ぎないっていうのが大事か
なと思ってるんで、そこだけぜひお願いいた
します。
▼永田：参加支援の評価ですね。また考えて
いきたいと思います。浦田さん、お願いします。
▼浦田：今日、居場所の多様さとかって大事っ
ていう話もさせていただいたんですけど。実
はコーディネーター側の多様さというのも結
構大事かなと思っています。文京区は地域福
祉コーディネーターも生活支援コーディネー
ターも兼務して、役割が複合的なので、住民
の方のニーズに自分の顔を合わせられるとい
うよさがあります。その裁量の広さというの
があって、今まで住民のニーズに沿った活動
というのもお手伝いできたのかなと思います
ので、コーディネーター側の役割を多様にす
るということを、皆さんで一緒に考えていけ
たらなと思います。ありがとうございました。
▼永田：ありがとうございます。非常に大切
な指摘だと思います。支える側も多様性がな
いと、私、この仕事しかしないから、これは
できませんみたいなことが増えてしまうと、
住民の方も相談できなくなってしまうんじゃ
ないかと思います。それでは小島さん、お願
いいたします。
▼小島：私からは２つあります。まず１つ

は、ほとんどの人は食べ物を食べます。なの
で、農業に関わるだけで、何かしらそれ、誰
かが食べるわけなので、ある意味もう共生社
会の一歩を進んでると思うので、ぜひちょっ
と、プランターでもいいので始めていただき
たいということと。あと、やっぱり困ってる
方がいらっしゃると、困りごとを減らすほう
にちょっとコミットしてしまうと思うんです
ね。つまりマイナスをゼロにするというほう
に目が行きがちなんですけれども、実はプラ
スを見つけてプラスを伸ばす、あるいは長所
だったりできることを伸ばすというところも、
併せてわちゃわちゃって何かできるような環
境づくりっていうのを分けてしまわないで、 
一緒にわしゃってやれたらすごいいいなとい
う、この２点になります。
▼永田：小島さん、ありがとうございました。
小島さんは福祉を本業にしていないという設
定で参加していただいているんですけれども、
福祉の専門職に重要な視点を最後に教えてい
ただいたように思います。
　それでは最後に全体のまとめ、簡単にさせ
ていただきたいと思います。こちらのパネル
に４点まとめてあります。１つ目に、今日の
パネルディスカッションを通して、違うから
こそ役割が生まれ、ごちゃ混ぜが力になると
いうことを学ばせていただきました。これま
での福祉は対象者ごとに縦割りにつくられて
きましたが、こうした境を越えて新しい化学
反応をつくっていくことが、多様な社会参加
の場を広げていくためには重要だと感じまし
た。
　次に２点目ですが、こうした多様な思いを
持った人同士が出会う場とか、ネットワーク
をつくっていく必要があるということです。
小島さんの取組や又村さんのＣ型のご提案か
ら、多様な人のやりたいと、地域の困ったと
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いうことがうまく結びつくことで、主体的で
自分が主役になれる、そういう取組を展開し
ていける可能性を感じました。
　そして、３つ目になりますますが、こうし
た場をつくっていくためには、そのような場
やネットワークを支援する、境界を越えて出
会いをつくる人材が必要だということです。
こうした場やネットワークは、既にある場合
にはそれを見出して生かすこと、ない場合に
は新たにつくっていくことが必要で、それを
支援する人もまた必要なんだろうと思います。
浦田さんの実践から、そういったことを学ば
せていただきました。
　最後に、ここに融通無碍を許容する制度、
行政と書かせていただきました。多様な役割
を生み出していくようなごちゃ混ぜの場とい
うのは、高齢者とか障害者とか子どもとか、
対象で分ける制度では生み出していくことが
難しいのではないかと思います。これまでの
行政はこの縦割りの制度を円滑に運営してい
くことに注力をしてきたわけですが、私たち
の生活というのは、小島さんもおっしゃって
いただきましたように、行政の縦割りに沿っ
てできているわけではありませんので、これ
を柔軟に、また自由に横断して、新しい社会
参加の場をつくり出していくことが必要なの
だと思います。唐木さんがおっしゃったよう
に、国もこうしたことに気がついて、地域共
生社会を推進する取組の中には、こうしたこ
とを自由にある程度自治体が設計していくこ
とが可能な仕掛けというのが設けられていま
す。地域づくりにはどうしても余白とか、は
み出す部分を許容することが必要で、自治体
の皆様におかれましては、ぜひ地域の皆さん
や民間の皆さんと協働して、それぞれの地域
で、これまでの縦割りの福祉にとらわれずに、
融通無碍に多様な出会いや社会参加の場をつ

くり出していっていただきたいと思います。
そのことが、何らかの生きづらさを抱えてい
ても、人とのつながりの中で役割を発揮しな
がら主体的に生きていくことができる、そう
いう社会につながっていくのではないかと
思っています。
　それでは以上でパネルディスカッション「多
様な社会参加で、安心して自分らしく暮らせ
るまちをつくる」を閉じさせていただきます。
最後にご視聴いただいた皆様、ご登壇いただ
いた皆様に御礼申し上げたいと思います。ど
うもありがとうございました。
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